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は
じ
め
に

中
国
古
代
史
の
重
要
な
研
究
資
料
は
、
文
字
資
料
で
あ
る
。
文
字
資
料
は
、
長

い
間
、
人
が
書
き
継
い
で
（
後
に
は
印
刷
で
）
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
「
伝
世
文

献
」
と
、
一
旦
抄
写
の
伝
承
が
途
絶
え
た
も
の
が
、
後
の
時
代
に
考
古
学
的
発
掘

や
盗
掘
な
ど
の
手
段
で
現
代
に
再
発
見
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
我
々
が
認
知
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
「
出
土
文
字
資
料
」
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

今
日
、
中
国
史
研
究
に
関
す
る
史
料
が
陸
続
と
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。
中

で
も
、
筆
者
が
メ
イ
ン
の
研
究
領
域
と
す
る
先
秦
史
の
研
究
資
料
、
特
に
正
史
や

四
書
五
経
と
い
っ
た
前
近
代
中
国
的
価
値
観
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
伝

世
文
献
群
に
つ
い
て
は
、
二
十
世
紀
に
は
既
に
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
が
進
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、
伝
世
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
は
進
み
、
今
日
で

は
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』・『
四
部
叢
刊
』
な
ど
の
叢
書
や
中
華
書
局
が
校
訂
し
活

字
化
し
て
出
版
し
た
新
式
評
点
本
の
伝
世
文
献
類
な
ど
大
規
模
文
献
群
が
デ
ジ
タ

ル
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
文
書
類
の
目
録
や
本
文
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
る
（
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
（2021

）
参
照
）。

そ
の
中
で
比
較
的
立
ち
後
れ
て
い
る
の
が
、
先
秦
期
の
出
土
文
字
資
料
を
対
象

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
20
世
紀
に
既

に
公
開
さ
れ
て
い
る
香
港
中
文
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
、
複
数
の
研
究
成
果

が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
や
時
代
性
故
に
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

利
用
に
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
て
き
た
（
鈴
木
敦
（2014

））。
そ
の
理
由
は
、
出
土

文
字
資
料
に
記
さ
れ
る
文
字
が
、
漢
字
の
古
い
字
体
、
即
ち
「
古
文
字
」
と
呼
ば

れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
描
か
れ
て
お
り
、我
々
が
通
常
利
用
す
る
楷
書
体（
＋
明
朝
体
・

ゴ
シ
ッ
ク
体
な
ど
、そ
こ
か
ら
派
生
し
た
文
字
デ
ザ
イ
ン
）
と
の
変
換
に
お
い
て
、

少
な
か
ら
ず
問
題
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
古
文
字
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
、「
古
文
字
を
読
み
解
く
過
程
」・「
文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」・「
古
文

字
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
三
つ
の
項
目
に
分
け
て
説
明
す
る
。

中
国
古
文
字
を
読
み
解
く
過
程

出
土
文
字
資
料
の
特
徴

中
国
先
秦
期
に
使
用
さ
れ
た
文
字
（
以
下
、
古
文
字
と
称
す
）
は
、
現
在
よ
り

約
三
三
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
以
上
前
に
使
用
さ
れ
た
古
い
時
代
の
中
国
語
（
上
古

講
演

中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題

山　
　

田　
　

崇　
　

仁



中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題

二
六

漢
語
）
の
書
き
言
葉
で
あ
る
。
古
文
字
は
基
本
的
に
出
土
文
字
資
料
と
し
て
獲
得

さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
紙
以
外
（
骨
・
竹
・
木
・
絹
・
金
属
・
陶
器
・
石

な
ど
）
の
媒
体
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
楷
書
体
よ
り
数
千
年
前
の
も
の
で
あ
る

た
め
、
文
字
の
形
（
字
体
）
や
書
き
ぶ
り
（
書
体
・
書
風
）
も
楷
書
体
と
は
い
ち

じ
る
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、現
在
で
は
使
用
さ
れ
な
い
語
彙（
死

語
）
も
多
く
（
死
語
で
あ
る
関
係
上
、
特
に
発
音
・
意
味
な
ど
の
部
分
で
解
釈
が

困
難
に
な
る
）、文
字
を
読
み
解
く
の
に
、専
門
的
な
訓
練
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
学
の
分
野
で
は
、
そ
の
よ
う
な
古
文
字
を
専
門
と
す
る
学
問
領
域
を
「
古

文
字
学
」
と
読
ん
で
い
る
。
古
文
字
学
は
、字
の
形
や
書
き
ぶ
り
だ
け
で
は
な
く
、

発
音
（
音
韻
）
や
意
味
（
義
）
と
い
っ
た
文
字
や
言
語
に
関
す
る
領
域
を
始
め
、

そ
れ
ら
の
古
文
字
が
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
環
境
を
も
含
む
複
合
的
な
学
問
領
域
と

な
っ
て
い
る
。

以
下
に
、
古
文
字
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。
学
術
用
語
と
し
て
、
殷
代
の
骨
（
陸

亀
や
牛
・
羊
・
鹿
な
ど
の
哺
乳
類
）
に
刻
ま
れ
た
古
文
字
を
「
甲
骨
文
字
」・
青

銅
器
に
鋳
込
ま
れ
る
あ
る
い
は
刻
ま
れ
た
古
文
字
を
「
金
文
」
と
呼
ぶ
。
戦
国
時

代
に
降
る
と
、
竹
や
木
に
記
し
た
古
文
字
が
獲
得
さ
れ
る
が（

1
）、
こ
の
頃
に
は
地

域
毎
に
異
な
る
書
き
ぶ
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
楚

文
字
」・「
斉
文
字
」
な
ど
と
呼
ん
だ
り
、
ま
と
め
て
「
戦
国
（
古
）
文
字
」
と
呼

ん
だ
り
す
る
。そ
れ
ら
地
域
毎
の
書
体
や
語
彙
を
統
一
し
た
の
が
統
一
秦
期
の「
文

字
統
一
」
政
策
で
あ
り
、
そ
こ
で
制
定
さ
れ
た
秦
の
公
式
書
体
を
母
体
と
し
て
、

そ
の
後
八
百
年
以
上
か
け
て
現
在
の
楷
書
体
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

甲骨文（『甲骨文合集』
137 正／武丁期）

金文「利簋」（『殷周金
文集成』4131 ／西周
初期：成王期）

戦国竹簡「孔子詩
論」／清華大学蔵戦国
竹簡（戦国中期）

里耶秦簡：（秦始皇帝
時代）
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古
文
字
学
に
よ
る
字
形
の
読
み
解
き

次
に
、
古
文
字
を
読
む
（
形
・
意
味
・
音
を
解
読
す
る
）
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
説
明
す
る
。

そ
も
そ
も
、
古
文
字
を
含
む
漢
字
と
呼
ば
れ
る
文
字
は
、
中
華
文
明
で
使
用
さ

れ
る
言
葉
の
た
め
に
発
明
さ
れ
た
書
き
言
葉
で
あ
り
、
中
国
語
（
漢
語
）
の
歴
史

だ
け
で
は
な
く
、
中
華
文
明
そ
の
も
の
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

古
文
字
を
解
読
す
る
に
は
、
中
華
文
明
の
歴
史
・
論
理
を
基
盤
と
す
る
必
要
が

あ
る（

2
）。

古
文
字
を
読
み
解
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
文
章
か
ら
一
字
分
を
切
り
分
け
る

2
．
一
字
を
構
成
す
る
部
品
単
位
に
分
け
る

3
．
部
品
毎
の
字
形
を
確
定
し
、
一
字
全
体
の
形
を
定
め
る

4
．
音
を
推
定
す
る

5
．
意
味
を
推
定
す
る

1
〜
3
が
隷
定
（
字
形
を
定
め
る
）、
3
〜
5
が
字
釈
（
音
・
意
味
・
字
形
を

定
め
る
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
る
過
程
と
な
る
。
3
が
重
な
る
の
は
、
隷
定
の

終
着
点
が
そ
の
ま
ま
字
釈
の
出
発
点
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

隷
定
の
過
程

「
隷
定
」
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
「
古
文
字
書
体
を
隷
書
体
」
に
変
換
す
る
こ

と
を
指
す
。
元
々
、
唐
：
孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』「
隸
に
従
つ
て
之
を
定
む
」
に

ち
な
ん
だ
表
現
で
、
前
漢
の
魯
共
王
時
代
に
孔
子
旧
宅
の
壁
を
破
壊
し
た
折
に
見

つ
か
っ
た
（
お
そ
ら
く
先
秦
期
の
）
文
献
を
、
前
漢
当
時
の
隷
書
体
に
変
換
し
て

整
理
記
録
し
皇
帝
に
献
上
し
た
故
事
に
由
来
す
る
（『
漢
書
』
芸
文
志
）。
古
い
書

体
を
現
行
書
体
に
変
換
し
た
か
ら
こ
そ
の
「
隷
定
」
で
あ
り
、
現
代
風
に
言
え
ば

「
楷
定
」
と
す
る
方
が
よ
り
そ
れ
ら
し
い
が
（
実
際
に
そ
の
よ
う
に
称
す
る
研
究

者
も
い
る
）、
慣
例
に
従
っ
て
「
隷
定
」
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
。

で
は
、
実
際
の
隷
定
過
程
を
説
明
し
よ
う
。

ま
ず
始
め
に
、
文
章
か
ら
一
文
字
を
区
切
る
。
漢
字
で
書
か
れ
た
前
近
代
の
文

章
（
漢
文
）
は
、
古
文
字
に
限
ら
ず
基
本
的
に
句
読
点
な
ど
の
区
切
り
記
号
は
付

与
さ
れ
な
い
。
隷
書
体
以
降
の
書
体
で
記
さ
れ
た
漢
文
で
あ
れ
ば
、
写
本
で
あ
れ

木
版
印
刷
で
あ
れ
一
字
が
概
ね
仮
想
の
正
方
形
内
に
収
ま
る
よ
う
に
描
画
さ
れ
る

た
め
、
そ
れ
で
一
字
を
区
切
れ
ば
よ
い
。
と
こ
ろ
が
古
文
字
で
は
そ
う
単
純
に
処

理
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
以
下
の
金
文
を
例
に
し
て
説
明
し
よ
う
。

小臣守
（『殷周金文集成』4179、西周早期）



中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題

二
八

基
本
的
に
古
文
字
の
横
幅
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
り
（
縦
方
向
の
長
さ
は
字
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
）、
前
後
の
文
字
間
を
や
や
空
け
て
配
置
し
て
い
る

た
め
、
そ
ら
れ
の
情
報
に
よ
っ
て
一
文
字
毎
の
区
切
り
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
で
挙
げ
た
小
臣
守

も
、
前
後
の
文
字
と
は
間
隔
が
空
い
て
お
り
、
比
較

的
容
易
に
一
文
字
を
判
別
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
字
毎
の
間
が
極
端
に
狭
か
っ
た
り
前
後
が
重
な
っ
た
り
す
る
例
も

あ
り
、
ど
こ
で
一
文
字
を
区
切
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
こ
の
字
は
二
文
字
か
一
文

字
で
悩
む
場
合
も
あ
る
。
小
臣
守

の
場
合
、
作
器
者

が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

当
該
字
は
、「
小
臣
」
二
字
が
他
の
一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
描
画
さ
れ
、「
小
」
の

左
右
の
点
と
「
臣
」
の
最
上
部
と
が
水
平
レ
ベ
ル
で
重
な
っ
て
お
り
、
単
純
に
正

方
形
で
他
の
字
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
は
な
ぜ
こ
れ
を
二
字
に
分
け

て
解
釈
し
た
か
と
言
え
ば
、
他
の

を
使
用
す
る
銘
文
と
の
比
較
に
お
い
て
「
小

臣
」
が
一
字
ず
つ
分
け
て
描
画
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
本
銘
文
も
二
字
と
し
て
区

別
す
べ
き
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
別
の
例
を
紹
介
し
よ
う
。
先
に
挙
げ
た
利
簋
で
あ
る
。
こ
の
金
文
は
、
西

周
武
王
に
よ
る
殷
討
伐
を
記
し
た
も
の
と
し
て
名
高
い
が
、
冒
頭
の
「
武
王
」
と

解
釈
さ
れ
る
字
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
字
は

と
い
う
形
だ
が
、
左
側
に

「
王
」、
右
側
に
「
武
」
と
い
う
二
つ
の
部
品
が
並
ぶ
構
造
を
持
つ
。
こ
れ
を
「
小

臣
」
の
例
の
よ
う
に
「
武
」
と
「
王
」
の
二
字
に
分
け
る
か
、「

」
と
い
う
一

字
で
表
記
す
る
か
で
隷
定
が
分
か
れ
る
場
合
が
あ
る
。
武
王
の
場
合
、
他
の
金
文

の
例
で
は
二
字
で
書
き
分
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
類
似
し
た
例
と
し
て
、
大
盂
鼎

（『
殷
周
金
文
集
成
』2837

、
西
周
早
期
）
に
見
え
る
彼
の
父
文
王
を

（「
玟
」）

と
表
記
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
参
照
し
て
、
分
割
の
判
断
を
す
る
。

文
王
・
武
王
の
場
合
、
彼
ら
が
西
周
興
隆
期
の
君
主
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
西

周
初
期
か
ら
こ
の
両
者
の
扱
い
が
格
別
だ
っ
た
と
す
る
資
料
と
見
な
し
、「

」・

「
玟
」
と
表
記
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
り
、
検
索
の
便
な
ど
の
た
め
に
他

の
用
例
と
文
字
表
記
を
揃
え
て
「
武
王
」・「
文
王
」
と
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
最
終
的
な
判
断
は
、
隷
定
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

更
に
、
文
字
を
ど
の
よ
う
に
区
切
る
か
、
あ
る
い
は
文
字
を
隷
定
す
る
か
が
難

し
い
例
も
あ
る
。
小
臣
守

の
場
合
、
末
尾
の

が
該
当
す
る
。
こ
の
二
字

は
「
子
」
と
「
孫
」
と
そ
れ
ぞ
れ
隷
定
さ
れ
る
が
、
各
字
の
右
下
に
「
〓
」
の
よ

う
な
符
号
が
付
い
て
い
る
の
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
符
号
を
学
術
用
語
と
し

て
「
重
文
符
号
」
と
呼
ぶ
。
重
文
符
号
は
、
こ
れ
が
付
さ
れ
た
字
を
繰
り
返
し
読

む
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
で
、「
々
」
な
ど
の
踊
り
字
と
同
じ
役
割
を
担
う
。
そ

の
た
め
、文
字
を
補
っ
て
表
記
す
る
な
ら
ば「
子
子
孫
孫
」あ
る
い
は「
子
々
孫
々
」

と
な
る
。
重
文
符
号
が
付
さ
れ
た
字
を
解
釈
す
る
と
き
は
「
子
子
孫
孫
」（「
子
孫

子
孫
」
と
読
む
べ
き
と
す
る
説
も
あ
る
）
と
す
れ
ば
よ
い
が
、
隷
定
す
る
段
階
で

は
「
子
子
孫
孫
」
あ
る
い
は
「
子
〓
孫
〓
」
の
ど
ち
ら
が
よ
い
か
で
悩
む
と
き
も
あ

る
。
こ
れ
も
実
際
に
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
論
と
し
て
、

当
該
部
品
を
重
文
符
号
と
判
断
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
字
体
の
一
部
な
の
か
に
つ

い
て
議
論
が
分
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

と
に
か
く
文
字
の
区
分
け
を
し
た
ら
、
次
は
字
の
形
を
定
め
る
。

ま
ず
は
字
の
形
を
ト
レ
ー
ス
し
、
大
ま
か
な
全
体
構
造
を
理
解
す
る
。
次
に
、

字
を
い
く
つ
か
の
部
品
に
分
割
し
て
個
別
の
部
品
の
形
を
検
討
し
、
古
文
字
よ
り

後
の
書
体
（
篆
書
体
・
隷
書
体
な
ど
）
で
は
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
を
定
め
る
。
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最
後
に
部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
字
全
体
の
形
を
確
定
す
る
。
こ
こ
ま
で
が「
隷
定
」

の
過
程
と
な
る
。
現
代
の
古
文
字
学
で
は
、
検
討
し
た
部
品
や
字
全
体
の
デ
ザ
イ

ン
を
楷
書
体
に
変
換
す
る
作
業
が
加
わ
り
、そ
れ
を
含
め
て
「
隷
定
」
と
呼
ぶ
が
、

上
述
の
よ
う
に
こ
の
段
階
を
隷
定
と
分
け
て
「
楷
定
」
と
呼
ぶ
研
究
者
も
い
る
。

以
下
に
、「
晋
公
盤
」
の

を
例
と
し
て
隷
定
を
試
み
て
い
る
。
ま
ず
当
該
字

の
構
造
を
分
析
し
、
こ
こ
で
は
左
・
右
上
・
右
下
の
三
部
品
で
構
成
さ
れ
る
と
判

断
し
た
。
次
に
、
各
部
品
毎
に
個
別
検
討
を
行
い
、
部
品
毎
に
既
知
の
古
文
字
と

比
較
し
、
左
を
「
爵
」・
右
上
を
「

」・
右
下
を
「
昜
」
と
定
め
る
。
そ
れ
ら
の

作
業
の
後
に
部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
全
体
構
造
を
確
定
し
（
隷
定
）、
楷
書
体

「

」
と
す
る
（
楷
定
）。「

」
の
場
合
は
、
個
別
部
品
の
分
割
や
部
品
の
隷
定

が
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、
部
品
の
形
や
全
体
構
造
が
確
定
不
明
な
場
合
は
、
不

明
字
と
し
て
処
理
す
る
場
合
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
古
文
字
学
の
分
野
で
は
、
不

明
字
の
解
明
や
既
知
の
字
体
の
再
検
討
（
全
体
構
造
や
部
品
の
隷
定
の
再
検
討
・

そ
れ
に
伴
う
字
釈
の
変
更
）
が
学
問
的
検
討
の
対
象
と
な
り
、
特
定
字
に
つ
い
て

複
数
の
隷
定
字
候
補
が
研
究
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

「
隷
定
」
作
業
の
結
果
、
字
体
が
確
定
す
る
が
、
そ
の
際
い
く
つ
か
の
問
題
が

生
ず
る
。
そ
れ
は
確
定
時
の
部
品
の
形
や
配
置
の
問
題
で
あ
る
。

「
宝
」
を
例
と
し
て
説
明
し
よ
う
。「
宝
」
の
旧
字
体
は
「
寶
」
で
あ
り
、
建
物

「
宀
」
に
「
玉
」
や
「
貝
（
タ
カ
ラ
ガ
イ
）」
な
ど
の
威
信
財
を
貯
蔵
す
る
形
に
従

う
文
字
で
あ
る
（
音
を
表
す
声
譜
が
「
缶
」）。
と
こ
ろ
が
「
寶
」
の
古
文
字
は
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
字
体
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
の
例
は
、『
新
金
文
編
』

の
「
寶
」
の
項
目
よ
り
、
筆
者
が
切
り
貼
り
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
（
当
該

書
で
は
、「
寶
」
だ
け
で
8
ペ
ー
ジ
半
を
占
め
て
い
る
）。

旧
字
体
の
字
形
に
比
較
的
似
て
い
る
の
は
、「
己
侯
簋
」（07.37221

／
番
号
は

『
殷
周
金
文
集
成
』
の
巻
数
と
整
理
番
号
）
だ
ろ
う
。
他
に
は
「
是
婁
簋
」（07.

3911.1

）
や
「
伯
闢
簋
」（07.3774

）
の
よ
う
に
「
貝
」
が
左
下
に
入
り
込
み
「
缶
」

隷定の例：晋公盤（呉鎮烽
『商周青銅器銘文暨図像集成
続編』952、春秋中期）

『新金文編』（作家出版社、2011 年）の「寶」
より作成
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が
右
部
分
を
占
め
る
「

」
と
隷
定
可
能
な
字
形
や
、「
友
父
簋
」（06.3727

）

の
よ
う
に
「
王
」「
缶
」
の
配
置
が
入
れ
替
わ
る
「

」
と
隷
定
可
能
な
字
体
も

あ
る
。
更
に
は
「
農
父
簋
」（06.3461

）
の
よ
う
に
「
王
」・「
缶
」
を
欠
い
た
字

体
「

」
な
ど
も
あ
る
。

「
寶
」
の
よ
う
に
数
多
く
の
異
体
字
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
隷
定
す
る
の
が
よ
い
か
。
ま
ず
、
個
々
の
字
（「

」・「

」・「

」）
が
「
寶
」

と
同
一
視
可
能
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
段
階
の
作
業
は
、
後
述
す
る

解
釈
と
も
関
連
す
る
。「
寶
」
の
場
合
、
構
成
部
品
の
種
類
や
構
成
要
素
（「
宀
」・

「
王
」・「
貝
」・「
缶
」）
が
同
一
視
可
能
か
否
か
の
基
準
と
な
る
が
、
そ
れ
以
外
に

発
音
（
声
符
）
や
文
脈
か
ら
判
断
す
る
場
合
も
あ
る
。
ど
の
字
を
ど
の
字
と
同
一

視
可
能
か
に
つ
い
て
、
研
究
者
個
々
に
そ
の
最
終
的
判
断
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
次
の
解
釈
段
階
で
見
解
の
違
い
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
次
に
、
同
一
視
可
能
と
見
な
し
た
場
合
、
隷
定
・
楷
定
す
る
段
階
で
の

作
業
方
針
を
定
め
る
。
こ
の
段
階
で
、
元
の
字
毎
に
異
な
る
隷
定
結
果
を
尊
重
す

べ
き
か
、
あ
る
い
は
同
じ
語
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
か
ら
現
在
の
標
準
的
な
字
体

（
こ
こ
で
は
「
寶
」）
に
統
一
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
最

終
的
な
用
途
に
よ
り
使
い
分
け
て
い
る
。
字
体
の
部
品
配
置
の
特
徴
そ
の
も
の
を

対
象
と
す
る
必
要
性
が
あ
れ
ば
、
個
別
の
隷
定
を
行
う
べ
き
だ
ろ
う
し
、
古
文
字

資
料
を
比
較
的
同
質
な
デ
ー
タ
群
と
し
て
正
規
化
し
た
い
場
合
で
あ
れ
ば
「
寳
」

と
統
一
す
べ
き
だ
ろ
う
。
単
純
な
通
読
・
釈
読
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
字
体
の
隷
定
・

楷
定
字
を
挙
げ
、そ
こ
に
現
在
の
標
準
字
体
を
カ
ッ
コ
付
き
で
表
示
す
る
場
合
や
、

一
律
に
標
準
字
体
で
表
示
す
る
場
合
に
分
か
れ
る
。

こ
れ
ら
隷
定
作
業
は
古
文
字
研
究
の
根
幹
を
為
す
部
分
で
あ
り
、
個
々
の
部
品

の
隷
定
は
も
と
よ
り
そ
の
集
合
体
で
あ
る
字
全
体
の
隷
定
も
、
研
究
者
の
見
解
が

分
か
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
部
品
や
字
全
体
の
解
釈
に
見
解
の
相
違

が
な
い
字
で
あ
っ
て
も
、
隷
定
の
デ
ザ
イ
ン
（
部
品
配
置
・
部
品
の
デ
ザ
イ
ン
）

の
違
い
に
よ
っ
て
、
最
終
的
な
楷
書
体
字
体
が
異
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
解

釈
に
問
題
が
な
い
文
字
の
隷
定
字
体
が
異
な
る
理
由
は
、
学
界
で
統
一
的
な
ル
ー

ル
が
な
い
た
め
だ
が
、
そ
れ
が
本
稿
で
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
古
文
字
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
て
の
問
題
が
生
ず
る
要
因
と
な
る
。

こ
こ
で
個
人
的
な
楷
書
体
置
き
換
え
の
方
針
を
述
べ
て
お
く
。
大
枠
と
し
て
、

字
体
を
（
比
較
的
）
厳
密
に
対
応
す
る
楷
書
体
字
形
に
置
き
換
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

せ
め
て
文
字
部
品
の
配
置
は
元
字
の
そ
れ
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
少
な
く
と
も
一
個
人
の
研
究
の
中
で
、
同
一
字
体
の
隷
定
字
の
部
品
配
置
な

ど
を
恣
意
的
に
変
更
す
る
の
は
さ
す
が
に
問
題
で
あ
り
、
せ
め
て
同
一
著
作
の
中

で
は
統
一
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
（
無
論
、
学
問
的
進
展
に
よ
る
隷
定
字
体

変
更
は
除
く
）。

字
釈
の
過
程

隷
定
の
結
果
字
体
が
定
ま
っ
た
ら
字
釈
作
業
を
行
い
、
発
音
・
意
味
な
ど
を
定

め
る
。

字
釈
で
最
初
に
行
う
作
業
は
、
字
を
構
成
す
る
部
品
群
か
ら
「
意
味
・
領
域
を

担
当
す
る
部
品
（
義
符
）」
と
「
発
音
を
担
当
す
る
部
品
（
声
符
）」
を
探
す
行
為

で
あ
る
。
個
別
の
字
に
関
す
る
異
体
字
情
報
の
事
例
が
増
え
た
今
日
、
釈
字
の
作

業
は
こ
の
よ
う
な
部
品
の
分
解
と
各
部
品
の
役
割
を
仮
定
し
検
討
す
る
作
業
の
段

階
で
、『
新
金
文
編
』
の
よ
う
な
文
字
集
に
掲
載
さ
れ
る
個
別
字
体
と
比
較
す
る
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作
業
が
必
須
と
な
る
。
そ
し
て
、
目
的
の
文
字
が
最
終
的
に
ど
れ
に
当
て
は
ま
る

か
に
つ
い
て
、
他
の
文
字
や
関
連
研
究
を
調
査
・
分
析
し
て
一
応
の
結
論
を
出
す
。

先
ほ
ど
の
「
寶
」
の
場
合
、李
学
勤
編
『
字
源
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、2012

年
）

に
よ
れ
ば
、「
寶
」
は
元
々
（
意
味
を
担
当
す
る
部
品
）「
宀
」・「
玉
」・「
貝
」
の

み
で
構
成
さ
れ
る
会
意
字
（
建
物
に
宝
物
・
財
物
を
蓄
え
た
形
）
と
さ
れ
、
後
に

声
符
「
缶ほ

う

（
上
古
音
で
帮
紐
幽
部（

3
））」
が
新
た
に
付
与
さ
れ
た
と
記
す
（
執
筆
：

張
玉
金
）。
こ
の
見
解
に
従
え
ば
、
元
々
「

」・「

」
が
よ
り
古
い
字
体
だ
っ

た
が
、
後
に
「
缶
」
が
付
与
さ
れ
た
字
体
「
寶
」
が
『
説
文
解
字
』
の
見
出
し
書

体
（
小
篆
）
と
し
て
採
用
さ
れ
る
な
ど
標
準
字
体
的
地
位
と
な
り
、
楷
書
体
へ
と

受
け
継
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。

上
述
の
よ
う
に
「
寶
」
に
は
多
く
の
異
体
字
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
異
体
字
関

係
に
あ
る
と
し
た
の
は
、
義
符
や
声
符
に
つ
い
て
同
じ
あ
る
い
は
類
似
す
る
部
品

を
共
有
し
て
い
る
点
に
加
え
、
前
後
の
文
脈
か
ら
同
一
字
と
し
て
認
識
可
能
か
否

か
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
に
よ
る
。
そ
れ
ら
異
体
字
に
つ
い
て
現
行
字
体
と
の

結
び
つ
け
が
可
能
な
も
の
は
、
よ
り
古
い
字
体
や
『
説
文
解
字
』
小
篆
字
体
を
一

つ
の
目
安
と
し
て
、
部
品
点
数
が
多
い
も
の
を
「
繁
（
体
）
字
形
」・
少
な
い
も

の
を
「
省
（
体
）
字
形
」
と
大
ま
か
に
呼
び
分
け
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、「
寶
」
は
元
々
「
繁
字
形
」
で
あ
っ
た
も
の
が
後
に
標
準
字
体
の
座
を
占
め

た
こ
と
に
な
る
。

も
し
字
釈
の
結
果
、
既
存
の
文
字
と
の
関
係
が
存
在
す
る
と
し
た
場
合
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
根
拠
が
文
脈
上
の
役
割
で
あ
り
、
当
該
字
が
名
詞
・
動
詞
・

修
飾
語
・
被
修
飾
語
・
機
能
語
…
…
等
の
何
れ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
見
定

め
る
作
業
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
目
的
と
す
る
字
の
音
・
意
味
が
既
存
の
字
と
ど

う
関
係
す
る
か
、
音
と
意
味
を
利
用
し
て
調
査
・
分
析
す
る
作
業
を
行
う
。
特
に

古
文
字
の
場
合
、
例
え
現
在
は
滅
亡
し
て
い
る
過
去
の
特
定
集
団
（
固
有
名
詞
で

表
現
さ
れ
る
）
の
よ
う
な
現
在
死
語
と
な
っ
て
い
る
も
の
以
外
に
、
生
き
て
い
る

概
念
で
あ
っ
て
も
現
在
で
は
他
の
語
（
字
体
）
で
表
現
さ
れ
る
場
合
も
珍
し
く

な
い（

4
）。
そ
の
た
め
、
同
一
概
念
が
現
在
他
の
ど
の
よ
う
な
語
（
字
体
）
で
表
現

さ
れ
る
か
を
解
明
す
る
の
は
、
古
文
字
を
読
み
解
く
上
で
重
要
な
作
業
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
字
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
、
漢
字
の
多
く
が
形
声
字
で
あ
る
点

を
利
用
し
て
、
ま
ず
は
音
の
結
び
つ
き
か
ら
検
討
す
る
方
法
が
採
用
さ
れ
る
。
そ

の
場
合
、
声
符
に
該
当
す
る
部
品
を
定
め
た
後
に
当
該
部
品
の
音
を
定
め
、
同
一
・

類
似
し
た
音
（
或
い
は
声
符
）
を
持
つ
字
か
ら
文
脈
上
そ
れ
に
該
当
し
そ
う
な
候

補
を
挙
げ
、
調
査
分
析
の
上
結
論
を
下
す
。
こ
の
方
法
を
行
う
場
合
に
利
用
す
る

の
が
、
こ
の
時
代
の
漢
字
音
（
上
古
音
）
に
関
す
る
研
究
成
果
で
あ
る
。
特
に
昨

今
は
出
土
文
字
資
料
が
増
加
し
、
ま
た
既
存
の
文
献
と
の
比
較
可
能
な
事
例
も
増

え
た
結
果
、
同
一
・
類
似
し
た
音
や
意
味
を
共
有
す
る
字
（
通
假
字
）
の
知
見
が

蓄
積
さ
れ
、
不
明
字
の
字
釈
に
強
力
な
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
通
假
字
の

情
報
を
利
用
し
た
字
釈
を
提
示
す
る
場
合
、「
そ
れ
は
恣
意
的
な
同
定
で
は
な
い

か
」
と
い
う
批
判
を
受
け
な
い
よ
う
に
慎
重
な
字
釈
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
「

」
を
例
に
す
る
と
、ま
ず
当
該
字
を
含
む
部
分
が
「
晋
公
曰
、

我
皇
祖

公
」
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
「

公
」
は
晋
国
初
封
の
君
主
と
認
め
ら
れ

る
（「
皇
祖
」
は
「
始
祖
」
の
意
味
）。『
史
記
』
な
ど
の
伝
世
文
献
を
調
べ
る
と
、

当
該
人
物
は
「
唐
叔
虞
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め

こ
の
文
字
は
、「
唐
」
と
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
音
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三
二

の
結
び
つ
き
か
ら
調
べ
て
み
る
。

『
説
文
解
字
』
の
「
唐
」
に
「
昜
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
「

（
啺
）」
が
「
古

文
（
お
そ
ら
く
戦
国
時
代
の
秦
以
外
で
使
用
さ
れ
た
系
統
に
由
来
す
る
字
体
）」

と
し
て
掲
示
さ
れ
て
い
る
。「
啺
」
は
「
唐
」
と
韻
部
（
何
れ
も
「
陽
部
」）
を
同

じ
く
す
る
字
で
互
い
に
通
假
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「

」
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
、「

」
は
「
爵
」・「

」・「
昜
」
の
三
部
品
で
構
成
さ
れ
る
が
、「
啺
」

と
部
品
を
共
有
す
る
「
昜
（
陽
部
）」
が
声
符
で
あ
り
、「

」
の
発
音
も
「
唐
」

同
じ
か
類
似
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
互
い
に
通
假
関
係
を
設
定
可
能
と
な
る
。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
伝
世
文
献
の
「
唐
」
と
解
釈
し
て
問
題
な
い
と
い
う
結
論

と
な
る
（
お
そ
ら
く
「

」
は
「
啺
」
系
統
の
繁
体
と
考
え
ら
れ
る
）。

こ
れ
ら
一
連
の
作
業
の
結
果
、
よ
う
や
く
一
字
の
形
・
音
・
意
味
に
つ
い
て
一

応
の
見
解
を
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
古
文
字
で
書
か
れ
た
文
章
を
読
む
た
め

に
は
、
そ
の
課
程
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。
実
際
の
研
究
過
程
で
は
、
隷
定
と

字
釈
の
検
討
が
平
行
し
て
進
め
る
場
合
が
多
い
。
よ
り
詳
細
な
隷
定
・
字
釈
過
程

の
事
例
は
、『
漢
字
学
研
究
』第
三
号
所
収
の
馬
越
靖
史（2015

）・
佐
藤
信
弥（2015

）

を
参
照
し
て
欲
し
い
。

以
上
の
過
程
を
経
て
も
ど
う
し
て
も
読
め
な
い
字
も
存
在
し
、
隷
定
・
字
釈
の

答
え
が
出
な
い
場
合
が
あ
る
。
古
文
字
の
中
に
は
名
詞
や
動
詞
な
ど
、
文
法
上
の

役
割
は
判
明
す
る
も
の
の
音
も
意
味
も
不
明
な
字
や
、
既
存
の
字
体
と
明
ら
か
に

か
け
離
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
部
品
の
推
定
す
ら
難
し
い
字
も
存
在
す

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、全
く
不
明
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
出
す
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
文
法
上
の
機
能
や
音
や
意
味
で
の
僅
か
な
類
推
な
ど
手
が
か
り
に
、
確
言

で
き
な
い
と
断
り
つ
つ
推
測
を
提
示
し
、
他
日
の
検
討
を
待
つ
場
合
も
あ
る
。
後

世
、
新
た
な
知
見
を
得
た
結
果
、
既
知
の
字
や
不
明
字
の
解
釈
が
変
化
す
る
場
合

も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
古
文
字
学
の
歩
み
で
も
あ
る

文
字
コ
ー
ド
と
漢
字

文
字
コ
ー
ド

古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
、
上
述
し
た
隷
定
↓
釈
字
の
過
程
で
確
定
し
た
字

体
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
文
字
を
扱
う
標
準
的
方
法
は
、

文
字
コ
ー
ド（
情
報
交
換
用
符
号
化
文
字
集
合
）で
あ
る（

5
）。
こ
こ
で
は「
文
字
コ
ー

ド
」
並
び
に
、「
日
本
の
文
字
コ
ー
ド
の
歴
史
」
と
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
文

字
コ
ー
ド
規
格
「U

nicode

（U
CS

）」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

文
字
コ
ー
ド
は
、「
文
字
集
合
」
と
「
符
号
化
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

文
字
集
合

文
字
を
収
録
す
る
た
め
の
表
を
作
成
し
（
表
の
マ
ス
目
の
数
が
文
字
コ
ー
ド
収

録
字
数
の
上
限
）
に
、
収
録
し
た
い
文
字
を
配
置
す
る
作
業
で
あ
る
。
各
マ
ス
目

（
区
画
）
は
、
固
有
の
番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
挙
げ
た
表
は
、
日
本
の
文
字
コ
ー
ド
で
あ
るJIS X 0213

（JIS

漢
字

コ
ー
ド
）
の
1
面
4
区
の
文
字
表
で
あ
る
。
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JIS X 0213

は
2
つ
の
表
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
第
1
面
・
第
2
面
と
呼
ば
れ

る
。
個
別
の
マ
ス
目
「
点
」
に
一
字
が
配
置
さ
れ
る
。
更
に
百
「
点
」
毎
に
上
位

単
位
「
区
」
を
設
定
す
る
（
0
区
〜
99
区
）。
個
々
の
「
点
」（
＝
そ
こ
に
収
録
さ

れ
た
文
字
の
番
号
で
も
あ
る
）
は
、
面
・
区
・
点
の
各
番
号
を
組
み
合
わ
せ
て
表

現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、清
音
の
「
あ
」
は
「
1
面
4
区
2
番
」、同
じ
く
清
音
の
「
い
」

は
「
1
面
4
区
4
番
」
と
な
る
。
ま
た
こ
の
表
は
、「
は
」
行
が
「
は
ば
ぱ
ひ
び

ぴ
…
」
と
並
ぶ
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
五
十
音
図
と
は
異
な
っ
た
配
列
順
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、JIS X 0213

で「
全
て
の
ひ
ら
が
な
」の
範
囲
は
、拗
音
の「
ぁ
」

（
1
面
4
区
1
番
）
か
ら
鼻
濁
音
の
「
 
」（
1
面
4
区
92
番
）
ま
で
と
な
る
。

符
号
化

こ
の
表
の
マ
ス
目
の
番
号
を
、
0
と
1
の
組
み
合
わ
せ
に
置
き
換
え
る
（
デ
ジ

タ
ル
化
）
作
業
が
「
符
号
化
」
で
あ
る
。
文
字
コ
ー
ド
で
は
、
一
般
的
に
「
文
字

表
の
マ
ス
目
に
付
与
さ
れ
た
個
別
番
号
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
と
す
る
。

ま
ず
、
何
桁
か
の
ビ
ッ
ト
（
バ
イ
ト
・
オ
ク
テ
ッ
ト
）
（
6
）

を
単
位
（
枠
組
み
）
と

し
、
そ
の
枠
の
中
で
文
字
（
実
際
に
は
文
字
表
の
個
別
番
号
）
を
任
意
の
ビ
ッ
ト

列
に
置
き
換
え
る
が
、
そ
の
際
、「
一
つ
の
ビ
ッ
ト
列
の
組
み
合
わ
せ
と
文
字
表

の
一
区
画
と
が
一
対
一
で
対
応
す
る
」原
則
を
守
る
必
要
が
あ
る
。
符
号
化
に
は
、

番
号
を
計
算
式
で
ビ
ッ
ト
列
に
置
き
換
え
る
方
法
と
、
予
め
ビ
ッ
ト
列
に
置
き
換

え
や
す
い
16
進
法
で
表
の
番
号
を
与
え
て
お
き（

7
）、
そ
れ
を
単
純
に
ビ
ッ
ト
列
に

換
算
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
主
要
な
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（OS

／
基

本
ソ
フ
ト
）
で
は
、
何
れ
も
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
文
字
を
利
用
可
能
に
し
て
い

表：JIS X 0213（JIS 漢字コード）1面 4区（1-4-00 ～ 1-4-99）の文字表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1-4-0* ぁ あ ぃ い ぅ う ぇ え ぉ

1-4-1* お か が き ぎ く ぐ け げ こ

1-4-2* ご さ ざ し じ す ず せ ぜ そ

1-4-3* ぞ た だ ち ぢ っ つ づ て で

1-4-4* と ど な に ぬ ね の は ば ぱ

1-4-5* ひ び ぴ ふ ぶ ぷ へ べ ぺ ほ

1-4-6* ぼ ぽ ま み む め も ゃ や ゅ

1-4-7* ゆ ょ よ ら り る れ ろ ゎ わ

1-4-8* ゐ ゑ を ん ゔ ゕ ゖ    

1-4-9*   
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四

る
（OS

側
の
実
装
）。
各OS

に
は
、OS

側
で
実
装
す
る
文
字
コ
ー
ド
が
あ
り
、

各
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
（
応
用
ソ
フ
ト
）
は
、
そ
の
中
か
ら
対
応
可
能
な

文
字
コ
ー
ド
を
選
択
し
て
対
応
す
る
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
側
の
実
装
）。
利
用

者
が
文
字
コ
ー
ド
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、OS

側
の
実
装
は
も
と
よ
り
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
側
の
実
装
が
必
要
に
な
る
。

日
本
の
文
字
コ
ー
ド

世
界
最
初
の
文
字
コ
ー
ド
は
、
ア
メ
リ
カ
で
一
九
六
三
年
に
制
定
さ
れ
た

ASCII

コ
ー
ド
だ
が
（
安
岡
孝
一
・
安
岡
素
子
（2006

））、
そ
の
後
、
日
本
語
を

始
め
と
す
る
多
く
の
言
語
・
地
域
・
集
団
毎
に
文
字
コ
ー
ド
が
文
字
セ
ッ
ト
の
規

格
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
の
文
字
コ
ー
ド
規
格
は
、財
団
法
人
日
本
規
格
協
会
が
日
本
産
業
規
格（
い

わ
ゆ
るJIS

規
格
）
の
一
つ
と
し
て
選
定
・
公
布
し
て
お
り
、
俗
にJIS

漢
字
コ
ー

ド
と
呼
ぶ（

8
）。JIS

漢
字
コ
ー
ド
は
、
一
九
七
八
年
にJIS C 6226:1978

が
制
定

（78JIS

）
さ
れ
、
単
一
の
文
字
表
に
「
非
漢
字
（
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
記
号

な
ど
）」
四
五
三
字
・「
第
1
・
第
2
水
準
漢
字
」
六
三
四
九
字
が
そ
れ
ぞ
れ
収
録

さ
れ
た
。
そ
の
後
、一
九
八
三
年
にJIS X 0208:1987

（83JIS

）が
制
定
さ
れ（
総

計6877

字
）、
一
九
九
〇
・
一
九
九
七
年
の
改
正
を
経
て
収
録
字
数
は
六
八
七
九

字
に
ま
で
増
加
し
た
。

JIS

漢
字
コ
ー
ド
に
収
録
さ
れ
た
漢
字
は
、
日
常
生
活
で
の
利
用
を
そ
れ
な
り

に
ま
か
な
う
数
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
よ
う
な
古
典
中
国
文
献
を
利
用
す
る
人
間

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
分
野
か
ら
収
録
文
字
数
が
足
り
な
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、IBM

・NEC

・
富
士
通
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー

カ
ー
は
、JIS

漢
字
コ
ー
ド
の
空
き
領
域
（
表
に
文
字
が
未
割
り
当
て
の
部
分
）

に
独
自
に
文
字
を
配
置
し
た
表
を
設
定
し
た
（
私
的
拡
張
）。
特
に
、IBM

/N
EC

拡
張
漢
字
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（JIS

漢
字
コ
ー
ド
を
実
装
す
る
ワ
ー
プ
ロ
専

用
機
）
が
一
般
に
普
及
し
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
末
に
中
華
人
民
共
和
国
の
最
高

実
力
者
と
な
っ
て
い
た
鄧
小
平
の
「
鄧
」
や
、
日
本
の
百
貨
店
で
あ
る
髙
島
屋
の

「
髙
」
な
ど
の
、
日
本
語
で
記
さ
れ
る
文
字
世
界
で
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
が
収
録

さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
一
九
八
〇
年
代
〜
一
九
九
〇
年
代
に
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
で
日

本
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
主
流
期
だ
っ
たN

EC

のPC-9801

シ
リ
ー

ズ
な
ど
で
実
装
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
私
的
拡
張
字
が
重
宝
さ
れ
た
。

JIS

漢
字
コ
ー
ド
の
側
で
も
従
来
の
文
字
表
を
拡
張
す
べ
く
検
討
を
重
ね
、

一
九
九
〇
年
にJIS X 0212:1990

が
選
定
さ
れ
た
（
補
助
漢
字
：
五
八
〇
一
字
）。

補
助
漢
字
は
、「
日
本
の
国
語
に
用
い
ら
れ
る
文
字
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
文

字
を
収
録
し
た
た
め
、
筆
者
の
よ
う
な
漢
文
を
日
常
的
に
利
用
す
る
利
用
者
に

と
っ
て
、
例
え
ば
『
論
語
』
八
佾
の
「
佾
」
な
ど
の
文
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
そ
れ
な
り
に
便
利
だ
っ
た
の
だ
が
、
実
装
面
で
問
題
が
あ
り
残
念
な
が
ら
一

般
に
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た（

9
）。

そ
の
後
、
補
助
漢
字
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
〇
〇
年
にJIS X 0213:2000

が
制
定
さ
れ
る
（JIS0213

・0213JIS

と
略
称
）。JIS0213

は
1
面
と
2
面
の
二

つ
の
表
を
持
ち
、97JIS

ベ
ー
ス
の
表
（
第
1
面
）
の
空
き
領
域
及
び
新
た
に
追

加
し
た
表
（
2
面
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
の
文
字
を
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

●

　

JIS
第
1
・
第
2
水
準
漢
字
はJIS X 0208:1997

準
拠

●

　

  

第
3
（
第
1
面
の
空
き
領
域
）・
第
4
水
準
漢
字
（
第
2
面
）
を
新
た
に

制
定
：
約
三
六
八
五
字
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●
　

非
漢
字
（
記
号
等
）
の
増
加
（
第
1
面
の
空
き
領
域
）：
一
一
八
三
字

JIS0213

は
、JIS X 0208

の
後
継
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
り
、
最
新
のJIS

漢
字
コ
ー
ド
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。JIS0213

は
、
二
〇
〇
四
年
に
大
き
く
改
訂

さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
出
さ
れ
た
国
語
審
議
会
答
申
の

「
表
外
漢
字
字
体
表
（
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
デ
ザ
イ
ン
を
ど
の
よ
う
な
形
に
す

る
か
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
）
（
10
）」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
印
刷
標
準
字
体
」

に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
国
語
審
議
会
東
晋
で
は
、印
刷
標
準
字
体
を
『
康
熙
字
典
』

な
ど
の
伝
統
的
な
字
体
に
回
帰
す
る
方
針
と
し
た
た
め
、JIS

漢
字
コ
ー
ド
や
そ

れ
を
実
装
す
る
た
め
の
フ
ォ
ン
ト
の
文
字
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
、
従
来
の
字
形

は
別
な
面
区
点
番
号
に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
（
総
計
一
六
八
字
）。

U
nicode

の
選
定
（
国
際
標
準
）

そ
も
そ
も
文
字
コ
ー
ド
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
文
字
情
報
の
交
換

を
円
滑
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
可

能
な
文
字
集
合
が
望
ま
し
い
。と
こ
ろ
がJIS

漢
字
コ
ー
ド
の
よ
う
な
地
域
・
言
語
・

集
団
毎
に
異
な
る
複
数
の
文
字
コ
ー
ド
が
増
加
し
た
結
果
、
文
字
コ
ー
ド
間
の

デ
ー
タ
変
換
や
、
複
数
文
字
コ
ー
ド
の
使
い
分
け
（
或
い
は
同
時
使
用
）
な
ど
に

問
題
が
生
じ
た
。特
に
、自
言
語
の
文
字
コ
ー
ド
以
外
で
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
、
自
言
語
の
文
字
コ
ー
ド
に
対
応
さ
せ
る
作
業
（
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
・
地
域
化
）
に
際
し
、
非
常
に
手
間
が
生
ず
る
状
況
が
存
在
し
、
便
利
な
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
あ
っ
て
も
利
用
で
き
な
い
状
況
が
存
在
し
た（
11
）。

そ
の
た
め
、
複
数
文
字
コ
ー
ド
で
使
用
さ
れ
る
文
字
を
含
ん
だ
単
一
の
文
字

コ
ー
ド
を
作
成
す
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
が
解
消
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
、
国
際
標
準
を
目
指
し
た
文
字
コ
ー
ド
が
計
画
さ
れ
た
。
一
つ
はApple, 

M
icrosoft, IBM

な
ど
の
大
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し

たU
nicode

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
制
定
す
る
規
格
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
国
際
標

準
を
策
定
す
る
非
政
府
機
関ISO

（
国
際
標
準
化
機
構
）・IEC

（
国
際
電
気
標
準

会
議
）
の
連
合
が
制
定
す
る
規
格
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
両
者
が
歩
み
寄
っ
て

ISO/IEC 10646

（
以
下
、U

CS

：U
niversal m

ulti-octet coded Character 

Set

と
略
）
が
一
九
九
三
年
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
基
本
的
に
双
方
が
歩
調

を
合
わ
せ
て
改
正
を
行
っ
て
い
る
（U

CS

が
改
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
応
し

た
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
のU

nicode

が
制
定
さ
れ
る
）
（
12
）。
以
下
本
稿
で
は
、
こ
の
文
字

コ
ー
ド
をU

nicode

と
表
記
す
る
。

U
nicode

で
は
、
表
1
面
に256

×256

＝65536

字
分
が
割
付
可
能
で
あ
る
。

そ
の
表
は
、
0
面
（BM

P

：Basic M
ultilingual Plane

）
及
び
1
〜
16
面
の
合

計
17
面
存
在
す
る
（
理
論
上
、1174112

字
分
割
付
可
能
）。

U
nicode

に
は
過
去
現
在
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
現
用
文
字
や
使
わ
れ

な
い
文
字
が
幅
広
く
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
漢
字
が
最
も
収
録
字
数
が
多
い

字
種
と
な
っ
て
い
る
。
元
々
のU

nicode

収
録
漢
字
は
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
・

韓
国
な
ど
の
文
字
コ
ー
ド
に
収
録
さ
れ
る
漢
字
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
日
本
の
場
合
はJIS

漢
字
コ
ー
ド
）。
現
在
で
は
既
存
文
字
コ
ー
ド
以
外
に
、

U
CS

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
国
家
・
地
域
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
デ
ィ
）
が
そ
れ
ぞ
れ

発
議
元
と
な
っ
て
新
規
登
録
候
補
を
提
案
し
、
漢
字
専
用
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プIRG
（Ideographic Rapporteur Group

／ISO/IEC JTC 1/SC 2/W
G 2

（
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
、
第
一
合
同
技
術
委
員
会
、
第
二

小
委
員
会
、
第
二
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
の
下
部
組
織
で
あ
る
）
を
設
置
し
て
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そ
の
妥
当
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
作
業
が
行
わ
れ
る（
13
）。
最
終
的
に
はU

CS

の
総

会
で
候
補
字
案
を
検
討
し
収
録
の
可
否
を
正
式
決
定
す
る
段
取
り
と
な
る
。

追
加
提
案
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
デ
ィ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
以
上
、
国
家
組
織
関
連

か
ら
の
提
案
が
多
い
が
（
日
本
か
ら
法
務
省
の
戸
籍
統
一
文
字
が
そ
の
一
例
）、

一
個
人
で
あ
っ
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ボ
デ
ィ
に
依
頼
し
て
追
加
提
案
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る（
14
）。
国
以
外
の
組
織
が
提
案
母
体
と
な
っ
て
新
た
収
録
さ
れ
た
漢
字
集

合
の
例
と
し
て
、日
本
のSAT
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会（
15
）が
『
大

正
新
修
大
蔵
経
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
際
し
て
収
集
さ
れ
たU

nicode

未
収
録
字

の
中
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（CJK

統
合
漢
字
拡
張
B
・
F
・
G
・
H
の

一
部
に
追
加
）。

U
nicode

に
収
録
さ
れ
た
漢
字
は
、
二
〇
二
二
年
十
月
現
在
、
第
0
面
（U

RO

・

拡
張
A
）・
第
2
面
（
拡
張
B
〜
F
）・
第
3
面
（
拡
張
G
・
H
）
の
三
つ
の
表
を

使
用
し
て
い
る
。

●

　

 
 1993

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
（U
nicode1.1

／U
RO

）（20902

字
、

後
に
92
字
増
加
）

●

　

 
 1999

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
A
（U

nicode3.0

）（6582
字
、
後
に
10

字
追
加
）

●

　

 
 2001

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
B
（U

nicode3.1

）（42711

字
、
後
に

9
字
増
加
）

●

　

 
 2009

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
C
（U

nicode5.2

）（4149

字
、
後
に
4

字
増
加
）

●

　

2010

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
D
（U

nicode6.0

）（222

字
）

●

　

2015

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
E
（U

nicode8.0

）（5762

字
）

●

　

2017

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
F
（U

nicode10.0

）（7473

字
）

●

　

2020

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
G
（U

nicode13.0

）（4939

字
）

●

　

2022

年
：CJK

統
合
漢
字
拡
張
H
（U

nicode15.0

）（4192

字
）

U
nicode

の
最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
は15.0

（2022

年
9
月
公
開
）、
同
バ
ー
ジ
ョ

ン
に
収
録
さ
れ
て
い
るCJK

統
合
漢
字
は
約97000

字
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
以

外
に
、
互
換
漢
字
（
収
録
元
の
文
字
コ
ー
ド
で
あ
る
原
規
格
と
の
互
換
用
に
用
意

さ
れ
た
領
域
）・
異
体
字
セ
レ
ク
タ
（
字
体
を
詳
細
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
に
利
用
：
戸
籍
の
異
体
字
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
）
な
ど
が
利
用
可
能
。
そ
の

後
も
、
新
た
な
追
加
漢
字
に
関
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

古
文
字
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
稿
の
核
心
と
な
る
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
話
題
と

な
る
。

極
端
な
話
、
拓
本
な
り
甲
骨
・
青
銅
器
・
竹
簡
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
す

る
だ
け
立
派
な
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
な
の
だ
が
、
本
稿
の
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
上
で
古

文
字
を
利
用
し
た
い
場
合
、
文
字
の
隷
定
・
字
釈
の
結
果
と
し
て
確
定
さ
れ
た
楷

書
体
字
形
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
利
用
可
能
な
形
に
落
と
し
込
む
作
業
が
必
要
と

な
る（
16
）。
文
字
コ
ー
ド
上
で
の
利
用
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
隷
定
・
字
釈
後
の

字
を
な
る
べ
くU

nicode

収
録
範
囲
に
整
理
し
た
い
が
、
上
述
の
よ
う
に

U
nicode

に
は97000

字
以
上
の
漢
字
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
異
体

字
関
係
に
あ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ど
の
字
体
を
採
用
し
て
ど
の
よ
う
に
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
か
、
さ
ら
に
はU

nicode

未
収
録
字
は
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か

と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。



三
七

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號
別
冊

隷
定
・
字
釈
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
問
題

ま
ず
、
ど
の
隷
定
字
・
字
釈
字
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
と
り

あ
げ
る
。

一
般
に
古
文
字
の
文
章
を
資
料
と
し
て
引
用
す
る
場
合
、学
界
標
準
の
甲
骨
文
・

青
銅
器
銘
文
（
金
文
）
の
大
規
模
著
録
書
や
竹
簡
の
個
別
報
告
書
や
文
字
集
な
ど

に
掲
載
さ
れ
る
隷
定
字
・
字
釈
字
を
入
力
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、

研
究
上
や
利
用
上
の
必
要
に
応
じ
て
、
適
宜
繁
体
形
を
（
日
本
で
あ
れ
ば
）
常
用

漢
字
形
に
置
き
換
え
た
り
、
著
録
書
と
著
者
の
見
解
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
の
部

分
だ
け
訂
正
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
る（
17
）。

例
え
ば
金
文
の
場
合
、学
界
標
準
の
大
規
模
著
録
書
と
し
て
『
殷
周
金
文
集
成
』

（1996

年
／
全
18
冊
、
以
下
『
集
成
』
と
略
）
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る（
18
）。
本
書
の
著

録
銘
文
整
理
番
号
は
学
界
共
通
で
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
著
録
書
に
は
金
文
拓
本

と
著
録
情
報
し
か
掲
載
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、収
録
金
文
を
対
象
と
し
て
隷
定
・

字
釈
（
併
せ
て
「
釈
文
」
と
呼
ぶ
）
を
行
っ
た
著
作
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』（2001

年
／
全
6
冊
）
を
併
せ
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
（『
殷
周
金
文
集
成
』
の
修
訂

増
補
版
（2007

年
）
は
、
釈
文
も
併
せ
て
収
録
）。
そ
れ
以
降
に
獲
得
さ
れ
た
も

の
も
含
む
大
規
模
著
録
書
は
、
中
華
人
民
共
和
国
・
台
湾
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
代
か
ら
は
呉
鎮
烽
編
著
『
商
周
青
銅
器
銘
文
暨
圖
像

集
成
』（
以
下
、『
銘
図
』
と
略
）（2012

年
／
全
35
冊
）
が
事
実
上
標
準
的
な
地

位
を
占
め
て
い
る
（
後
に
続
・
三
編
の
追
加
シ
リ
ー
ズ
も
発
行
）。
当
該
書
で
は
、

『
殷
周
金
文
集
成
』
著
録
分
を
含
め
て
、
学
界
未
公
表
の
新
出
金
文
も
多
数
追
加

し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
収
録
番
号
も
ま
た
学
界
共
通
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

金
文
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
場
合
、ま
ず
は
『
集
成
』（
釈
文
）

や
『
銘
図
』
掲
載
の
隷
定
・
楷
定
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
対
象
と
な
る（
19
）。
た

だ
し
、『
集
成
』
や
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
の
発
行
か
ら
既
に
二
十
年
以
上
経
っ

て
い
る
た
め
、
釈
文
自
体
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
対
し

て
新
し
い
知
見
を
反
映
す
る
『
銘
図
』
の
釈
文
も
、
編
者
呉
鎮
烽
独
自
の
隷
定
・

字
釈
や
、『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
が
常
用
字
に
改
め
て
い
る
字
を
、
隷
定
字
の

部
品
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
を
尊
重
し
た
字
体
に
改
め
る
場
合
も
あ
る（
20
）。

底
本
と
文
字
集
合
の
設
定

古
文
字
か
ら
隷
定
字
・
釈
字
を
定
め
る
際
に
部
品
配
置
の
決
定
や
異
体
字
群
か

ら
特
定
字
を
選
択
す
る
行
為
は
、
個
人
研
究
で
あ
れ
ば
自
身
の
最
終
的
判
断
の
下

で
行
わ
れ
る
作
業
と
な
る
た
め
、
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
学
界
で
共
有
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
資
源
を
作
成
・
公
開
し
た
い
と
な
っ
た
場
合

に
、問
題
が
発
生
す
る
。
何
故
な
ら
ば
、古
文
字
の
隷
定
や
字
釈
は
研
究
者
に
よ
っ

て
異
な
る
説
が
提
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
と
、
新
資
料
の
獲
得
や
学
問
的
知

見
の
発
展
に
よ
り
、常
に
新
説
に
更
新
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

過
去
妥
当
で
あ
っ
た
大
規
模
著
録
書
や
報
告
書
の
隷
定
字
や
字
釈
が
、
今
日
で
は

既
に
学
界
標
準
見
解
と
異
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
た
め
、
過
去
の
資
源
に
よ
っ

て
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
し
た
デ
ー
タ
が
陳
腐
化
す
る
可
能
性
が
発
生
す
る
。
更

に
最
新
の
隷
定
・
字
釈
は
、
研
究
者
間
で
の
見
解
が
異
な
る
場
合
も
珍
し
く
な
い
。

古
文
字
学
の
研
究
営
為
の
中
で
、
隷
定
・
字
釈
作
業
自
体
が
根
幹
部
分
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
文
字
を
一
意
に
定
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

一
研
究
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
最
新
の
知
見
を
反
映
し
た
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス

ト
の
提
供
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
、
入
力
の
典
拠
と
な
っ
た
資
料
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か
ら
テ
キ
ス
ト
離
れ
す
ぎ
て
し
ま
う
の
も
、
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
上
で
問
題

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
文
献
学
の
本
文
を
扱
う
態
度
と
同
様
に
、
最
終
的
に
は

作
成
者
の
責
任
に
お
い
て
「
理
想
の
文
字
や
テ
キ
ス
ト
」
を
定
め
る
必
要
に
迫
ら

れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
校
勘
学
の
書
物
の
よ
う
に
、
何
故
そ
の
文
字
を

選
択
し
た
か
と
い
う
根
拠
を
、
ど
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
組
み
込
む
べ
き

か
と
い
う
問
題
が
別
に
生
ず
る（
21
）。

こ
の
よ
う
に
典
拠
と
な
る
資
料
間
で
の
相
違
以
外
に
、デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト（
隷

定
字
・
釈
字
を
文
字
コ
ー
ド
に
変
換
す
る
）
作
業
そ
れ
自
体
に
伴
う
問
題
も
あ
る
。

例
え
ば
、
日
本
語
環
境
下
で
利
用
さ
れ
る
状
況
を
想
定
し
た
場
合
、
で
き
る
だ

け
（
少
な
く
と
も
釈
字
レ
ベ
ル
で
は
）JIS
漢
字
コ
ー
ド
収
録
字
の
範
囲
に
収
め

る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
で
も
、
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
・
新
字
体
の
字
形
の

ど
ち
ら
を
採
用
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
漢
字
学
研
究
会
が
編
集
す

る
学
術
雑
誌
『
漢
字
学
研
究
』
で
は
、「
金
文
通
解
」
と
題
し
て
金
文
を
読
解
し

訳
注
を
附
す
作
業
を
毎
号
数
本
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
テ
キ
ス
ト
に
は

旧
字
体
を
採
用
し
て
い
る（
22
）。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま
で
本
誌
の
み
の
ル
ー
ル
で
あ

り
、
他
の
雑
誌
論
文
や
書
籍
に
引
用
さ
れ
る
際
に
は
、
新
字
体
や
は
た
ま
た
簡
体

字
・
繁
体
字
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
否
定
し
な
い
。
日
本
と
中
国
・
台
湾
・
韓
国

で
異
な
る
字
形
の
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
の
か
。
こ
れ
も
、
媒
体
の
指
定
に
応
じ
て

繁
体
字
・
簡
体
字
の
何
れ
か
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
著
録
書
を
底
本
と
す
る
か
、
厳
式
（
底
本
の
自
体
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に

表
現
）・
寛
式
（
あ
る
程
度
常
用
字
に
置
き
換
え
て
表
現
）
の
何
れ
か
を
採
用
す

る
か
、更
に
ど
の
文
字
集
合
を
基
本
と
す
る
か
な
ど
の
基
本
方
針
を
設
定
し
た
ら
、

実
際
に
入
力
作
業
を
行
う
。
著
録
書
の
選
択
や
厳
式
・
寛
式
に
つ
い
て
は
、
作
成

者
の
利
用
方
針
で
定
め
れ
ば
よ
い
。
学
会
共
有
資
源
を
目
指
す
場
合
で
も
、
こ
の

辺
り
は
作
成
者
の
方
針
で
推
進
し
た
方
が
作
業
が
進
め
や
す
い
。
何
れ
に
せ
よ
、

底
本
の
処
理
方
法
・
使
用
す
る
文
字
コ
ー
ド
・
文
字
の
処
理
方
針
（
厳
式
・
寛
式
）

な
ど
の
作
業
方
針
は
別
途
明
示
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
現
状
採
用
す
る
文
字
集

合
はU

nicode

一
択
で
あ
る
。U

nicode

が
普
及
し
た
今
日
、
ロ
ー
カ
ル
な
規
格

で
あ
るJIS

漢
字
コ
ー
ド
を
選
択
す
る
必
要
性
は
余
り
な
い
。

U
nicode

の
符
号
化
方
式
は
複
数
存
在
す
る
が
、U

TF-8

を
選
ん
で
お
け
ば
よ

い
。
作
業
に
当
た
っ
て
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
、U

nicode

文
字
集
合
の
中
の

ど
の
字
体
を
優
先
的
に
採
用
す
る
の
か
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
日
本
語
環
境
下
で

作
成
↓
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、JIS

漢
字
コ
ー
ド
ベ
ー
ス
に
第
1
水
準
↓
第
2

水
準
以
降
の
漢
字
↓U

nicode

漢
字
と
優
先
順
位
を
設
定
す
る
の
も
一
つ
の
方
針

で
あ
る
。
伝
統
的
字
体
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
台
湾
のBIG5

（CN
S

）
文

字
集
合
を
最
優
先
に
使
用
す
る
の
も
よ
い
。

U
nicode

と
出
土
文
字
資
料

実
は
古
文
字
の
（
楷
書
化
さ
れ
た
）
字
形
は
、U

nicode

に
か
な
り
収
録
済
み

で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
文
の
隷
定
・
楷
定
字
体
に
つ
い
て
は
、『
殷
周
金
文
集
成

釈
文
』
収
録
字
を
資
料
と
し
てU

CS

に
新
規
収
録
候
補
と
し
て
申
請
し
、
そ
の

中
の
か
な
り
の
部
分
が
主
に
拡
張
C
領
域
以
降
に
収
録
さ
れ
て
い
る（
23
）。
拡
張
D

以
降
の
領
域
に
も
、
例
え
ば
戦
国
時
代
の
斉
威
王
の
名
前
「
因
𬁼
（
伝
世
文
献
で

は
因
斉
）」
の
「
𬁼
（2C07C

：
拡
張
E
領
域
）」
や
西
周
金
文
に
見
え
る
人
名
「

（304A6

：
拡
張
G
領
域
）」
や
戦
国
時
代
の
中
山
王
の
名
前
「

（30BFC

：
拡

張
G
領
域
）」
な
ど
、
金
文
に
使
用
さ
れ
る
字
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
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第
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號
別
冊

こ
の
よ
う
に
、『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
が
典
拠
と
な
っ
てU

nicode

に
文
字

が
収
録
さ
れ
た
た
め
、以
前
に
比
べ
れ
ば
格
段
に
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
で
表
現（
入

力
）
で
き
な
い
（
楷
書
化
さ
れ
た
）
古
文
字
は
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
例
え

ば
『
銘
図
』
に
新
規
収
録
さ
れ
た
金
文
の
新
出
字
は
当
然
未
収
録
で
あ
る
し
、
既

存
の
字
で
あ
っ
て
も
研
究
者
に
よ
っ
て
新
し
い
隷
定
・
字
釈
字
形
が
提
示
さ
れ
た

結
果U

nicode

未
収
録
と
な
る
字
体
も
存
在
す
る
た
め
、
古
文
字
を
発
信
源
と
す

るU
nicode

未
収
録
字
は
常
に
生
ま
れ
続
け
る（
24
）。

こ
の
よ
う
なU

nicode

未
収
録
字
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
。
無
論
、
将
来

的
に
はU

CS

へ
の
登
録
申
請
が
望
ま
し
い
が
、
隷
定
・
字
釈
が
安
定
し
な
い
状

態
で
は
そ
れ
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
対
処
療
法
的
な
行
為
と
な
る
が
、
現
状
で
は

U
nicode

外
字
領
域
へ
外
字
と
し
て
登
録
し
文
字
コ
ー
ド
の
範
囲
内
で
扱
う
、
あ

る
い
は
画
像
を
利
用
す
る
な
ど
の
方
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

幸
い
に
し
てU

nicode

上
に
は
、
外
字
を
登
録
可
能
な
私
的
領
域
がBM

P

領

域
に
加
え
て
別
に
2
つ
の
表
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
13
万
字
以
上
を
登
録
す
る
だ

け
の
場
所
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
に
割
り
付
け
す
る
字
の
選
定
と
フ
ォ
ン

ト
の
実
装
さ
え
実
現
で
き
れ
ば
、
文
字
コ
ー
ド
と
し
て
そ
れ
らU

nicode
未
登
録

字
を
扱
え
る
。
た
だ
し
、
既
に
他
の
外
字
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
外
字
を

切
り
替
え
て
使
用
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。
そ
れ
に
加
え
て
他
者
と
の
情
報
共
有

を
行
い
た
い
場
合
に
は
、
フ
ォ
ン
ト
や
文
字
表
を
共
有
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る（
25
）。

近
年
、
中
国
で
の
古
文
字
学
の
最
新
の
研
究
成
果
は
、W

eb

上
で
公
表
さ
れ
て

お
り
、
最
新
の
隷
定
・
釈
字
案
を
提
示
す
る
関
係
上
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
で
は

U
nicode

未
収
録
字
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
媒

体
上
で
、
文
字
コ
ー
ド
形
式
でU

nicode

未
収
録
字
を
使
用
す
る
に
は
問
題
が
あ

り
、
画
像
形
式
で
表
示
す
る
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
。
外
字
デ
ー
タ
と
し
て
選
択
さ

れ
る
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
掲
載
媒
体
に
よ
っ
て
制
約
が
あ
る
が
、JPEG, PN

G

な

ど
の
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
形
式
画
像
や
、SVG

な
ど
の
ベ
ク
ト
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
形

式
画
像
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
論
文
執
筆
時
に
ど
う
し
て
も
隷
定
・
字
釈
が
不
明

な
字
を
原
稿
に
挿
入
す
る
場
合
、
デ
ジ
カ
メ
や
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
取
り
込
ん
だ
画
像

デ
ー
タ
そ
の
部
分
だ
け
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
加
工
し
、
原
稿
に
挿
入
す
る
こ
と
も
多

い
。
画
像
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
方
法
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
論
文
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
。

U
nicode

未
収
録
字
を
文
字
コ
ー
ド
の
外
字
や
画
像
で
扱
う
方
法
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

例
え
ば
前
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
上
で
文
字
と
し
て

利
用
可
能
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
外
字
字
形
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
に

は
、
専
門
の
フ
ォ
ン
ト
作
成
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、U

nicode

の

15
・
16
面
の
私
用
領
域
に
つ
い
て
、
外
字
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
非
対
応
の
場
合

も
あ
る
の
で
、
十
数
万
字
の
外
字
を
作
成
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
（BM

P

領

域
に
用
意
さ
れ
て
い
る
私
用
領
域
で
も
数
千
字
登
録
可
能
）。

画
像
デ
ー
タ
は
、
理
論
上
作
成
可
能
文
字
数
の
上
限
は
な
い
（
1
字
＝
1
フ
ァ

イ
ル
で
作
成
）。
作
字
に
は
画
像
作
成
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
操
作

方
法
の
取
得
と
多
少
の
描
画
セ
ン
ス
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
紙
に
字
を
描
画

↓
そ
れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
↓
画
像
ソ
フ
ト
で
余
計
な
部
分
を
ト
リ

ミ
ン
グ
し
、
サ
イ
ズ
を
整
え
れ
ば
と
り
あ
え
ず
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
ビ
ッ
ト
マ
ッ

プ
画
像
で
作
成
す
る
場
合
、
1
イ
ン
チ
辺
り
の
ド
ッ
ト
数
を300dpi

程
度
に
は



中
国
古
文
字
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
に
関
す
る
諸
問
題

四
〇

設
定
し
て
お
か
な
い
と
、
紙
面
で
の
利
用
に
は
適
さ
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
に
注

意
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
画
像
形
式
の
方
式
上
、
ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
画
像
に
は
拡
大
し

た
際
に
見
栄
え
が
良
く
な
い
と
い
う
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
を
嫌
う
の
で
あ
れ

ば
、
ベ
ク
ト
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
形
式
の
デ
ー
タ
を
採
用
す
る
の
が
よ
い
。
こ
ち
ら

の
方
が
作
成
ソ
フ
ト
の
操
作
を
身
に
つ
け
る
の
に
時
間
を
要
す
る
が
、
慣
れ
れ
ば

問
題
な
く
利
用
で
き
る
だ
ろ
う
。

筆
者
のU

nicode
未
収
録
字
対
応
方
法

過
去
の
文
字
コ
ー
ド
未
収
録
字
処
理
方
法
の
遍
歴

筆
者
が
古
文
字
や
中
国
古
典
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
関
わ
り
始
め
て
か
ら
、
四

半
世
紀
以
上
の
年
月
を
経
て
い
る
。
そ
の
間
、U

nicode

の
実
装
・
拡
張
な
ど
を

は
じ
め
、
漢
字
情
報
処
理
に
関
す
る
環
境
は
激
変
し
た
。
そ
の
た
め
、
筆
者
の
文

字
コ
ー
ド
未
収
録
字
に
対
す
る
対
応
方
法
も
、
時
期
を
経
る
毎
に
様
々
に
変
化
し

て
き
た
。

一
九
九
〇
年
代
はJIS

漢
字
コ
ー
ド
（JIS X 0208

）
が
実
装
の
主
流
で
あ
っ

た
た
め
、
使
用
可
能
な
漢
字
数
は
七
千
字
に
満
た
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
よ
く

使
う
可
能
性
が
高
い
未
収
録
字
は
外
字
を
作
成
し
、
一
回
の
み
の
字
と
判
断
し
た

場
合
は
、そ
の
部
分
を
空
白
で
印
刷
し
て
手
書
き
で
当
該
字
を
書
き
込
ん
で
い
た
。

ま
た
中
国
語
環
境
を
実
装
す
る
場
合
は
、
特
殊
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
り

中
国
語OS

を
導
入
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
別
途
導
入
し
た
り
す
る
な
ど
、
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
必
要
で
あ
っ
た（
26
）。
そ
の
後
、U

nicode

に
対
応
し
たW

indow
s 

N
T4.0

↓
同2000

を
導
入
し
た
結
果
（
こ
の
時
点
でU

RO

の20902

字
）、
あ

る
程
度
の
漢
字
不
足
を
解
消
し
、
ま
た
日
本
語
中
国
語
混
在
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期
、『
史
記
』
や
『
春
秋
左
氏
伝
』
な
ど
の
伝

世
文
献
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
地
名
や
版
本
に
の
み
確
認
さ
れ
る
字
な
ど
の
極
端

な
例
は
除
く
と
入
力
の
不
便
は
余
り
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
か
つ
て
作
字

し
た
外
字
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
よ
く
利
用
し
て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す

る
た
め
に
、
提
供
者
が
配
布
す
る
外
字
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ

ま
で
の
外
字
環
境
と
は
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

丁
度
こ
の
時
期
の
前
後
か
ら
戦
国
時
代
の
出
土
文
字
資
料
が
陸
続
と
発
見
さ

れ
、
ま
た
金
文
な
ど
も
併
せ
た
出
土
文
字
資
料
を
研
究
材
料
と
し
て
使
用
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
再
び
外
字
を
作
字
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
。
外
字
作
成
の
環

境
と
し
て
は
、
そ
の
頃
の
資
料
整
理
や
原
稿
執
筆
をPC

上
で
行
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、Adobe

社
のIndesign

に
実
装
さ
れ
たSIN

G

外
字
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
こ
の
機
能
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
外
字
資

産
が
無
に
な
る
経
験
を
す
る
（
画
像
デ
ー
タ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
別
途
保
持

し
て
い
た
の
で
、
画
像
と
し
て
使
い
回
す
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
）。
そ
の
た
め
、

特
定
の
環
境
の
み
に
従
っ
た
外
字
を
利
用
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
に
至

り
、
最
近
は
基
本
的
に
（
最
終
的
に
印
刷
媒
体
で
公
開
す
る
場
合
は
）
画
像
で
外

字
を
作
字
す
る
方
針
を
採
用
し
て
い
る
。

画
像
で
の
外
字
制
作
は
、
拡
大
し
て
も
字
形
が
荒
く
表
示
さ
れ
な
い
ベ
ク
ト
ル

デ
ー
タ
形
式
のAdobe Illustrator

で
作
成
し
た
も
の
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
の

ソ
フ
ト
を
選
択
し
た
理
由
は
、
前
述
のSIN

G

外
字
作
成
作
業
が
、Adobe 

Illustrator
で
作
字
し
た
デ
ー
タ
をSIN

G

外
字
に
変
換
す
る
作
業
過
程
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
経
験
（
の
一
部
）
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。Adobe 

Illustrator

で
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
印
刷
所
で
扱
え
る
可
能
性
が
高
く
、
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ビ
ッ
ト
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
に
比
べ
て
、
デ
ー
タ
量
も
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
な
い
と
い
う

利
点
も
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作
を
覚
え
る
必
要

が
あ
り
、更
に
は
価
格
が
高
い
た
め
に
気
軽
に
購
入
を
進
め
ら
れ
な
い
点
が
あ
る
。

2022

年
現
在
の
処
理
方
法

筆
者
は
二
〇
二
二
年
現
在
、U

nicode

未
収
録
字
を
作
字
す
る
環
境
と
し
て
、

GlyphW
iki

（https://glyphw
iki.org/

）
を
利
用
し
て
い
る
。

GlyphW
iki

は
、
大
東
文
化
大
学
の
上
地
宏
一
氏
が
二
〇
〇
〇
年
代
末
よ
り
開

発
公
開
す
るW

eb

サ
イ
ト
で
あ
る
。
そ
の
性
格
・
位
置
づ
け
は「
メ
イ
ン
ペ
ー
ジ（
27
）」

の
解
説
に
掲
載
さ
れ
る
「
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
（GlyphW

iki

）
は
、
明
朝
体
の
漢
字

グ
リ
フ
（
漢
字
字
形
）
を
登
録
・
管
理
し
、
皆
で
自
由
に
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ウ
ィ
キ
」
で
あ
る（
28
）。GlyphW

iki

は
、W

iki
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
（
不

特
定
多
数
が
、
共
同
で
編
集
可
能
なW

eb

サ
イ
ト
を
構
築
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
及
び
そ
の
記
法
）
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
不
特
定
多
数
に
よ
り
字
体
を
作

成
・
公
開
・
共
有
す
る
機
能
を
実
装
・
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、GlyphW

iki

で
作
成
し
た
字
形
は
「
あ
ら
ゆ
る
改
変
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
ま
た
商
業
的
な
利
用
で
あ
っ
て
も
、
自
由
に
利
用
、
複
製
、
再
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」（「GlyphW

iki:

デ
ー
タ
・
記
事
の
ラ
イ
セ
ン
ス
」
よ
り
引
用（
29
））

と
い
う
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
自
由
な
利
用
が
保
証
さ
れ（
30
）、
多
く
の
利
用
者
が

五
十
万
字
以
上
の
字
体
（GlyphW

iki

で
は
「
グ
リ
フ
」
と
呼
ぶ
）
を
登
録
す
る
。

GlyphW
iki

の
利
用
は
匿
名
で
も
可
能
だ
が
、
作
成
し
た
字
の
グ
リ
フ
や
一
覧
な

ど
を
管
理
す
る
に
は
ユ
ー
ザ
ー
登
録
し
た
方
が
よ
い
。

各
グ
リ
フ
は
、
グ
リ
フ
1
字
毎
に
作
成
さ
れ
る
「
グ
リ
フ
ペ
ー
ジ
」
で
管
理
さ

れ
る
。
グ
リ
フ
ペ
ー
ジ
に
は
、
他
の
グ
リ
フ
と
の
関
連
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ

る
な
ど
、
文
字
毎
に
「
画
像
（PN

G, SVG

）」
や
「
〓
に
割
り
付
け
ら
れ
た
一

文
字
フ
ォ
ン
ト（
31
）」
な
ど
、
複
数
の
デ
ー
タ
形
式
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
形
式
は
汎
用
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、
仮
にGlyphW

iki

が

閉
鎖
に
な
っ
た
と
し
て
も
デ
ー
タ
を
流
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
筆

者
はGlyphW

iki

に
収
録

さ
れ
て
い
るU

nicode

未

収
録
字
に
つ
い
て
、W

ord

やIndesign

で
の
利
用
が

可
能
なSVG

形
式
画
像

を
主
な
デ
ー
タ
形
式
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

GlyphW
iki

の
便
利
な

と
こ
ろ
は
、
文
字
の
番
号

を
利
用
者
が
自
由
に
設
定

可
能
か
つ
事
実
上
無
制
限

の
数
を
登
録
可
能
な
点
で

あ
る
。
無
論U

nicode

の

文
字
表
番
号
の
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
的
に
登
録
不
可
な

番
号
は
あ
る
が
、
各
利
用

者
が
分
か
り
や
す
い
番
号

グリフページの例（https://glyphwiki.org/wiki/shrkwknjgk_knjgk0001）
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を
使
用
可
能
な
点
は
便
利
だ

ろ
う（
32
）。
ま
た
上
図
の
よ
う
に
、

一
論
文
で
の
み
し
か
使
用
さ
れ

な
い
可
能
性
が
あ
る
隷
定
字
・

釈
字
で
あ
っ
て
も
気
軽
に
グ
リ

フ
を
登
録
で
き
る
の
は
、
筆
者

の
よ
う
な
古
文
字
を
多
数
扱
う

立
場
か
ら
す
る
と
大
変
に
あ
り

が
た
い（
33
）。

グ
リ
フ
を
作
成
す
る
に
は
、

ま
ず
グ
リ
フ
毎
に
割
り
当
て
ら
れ
るW

eb
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
字
形
を
描
画
す

れ
ば
よ
い
。
作
成
に
はGlyphW

iki

が
付
属
のkage-editor

を
利
用
す
る
の
が

便
利
で
あ
る
。kage-editor

で
は
、
既
存
の
文
字
・
部
品
（
漢
字
を
構
成
す
る

各
パ
ー
ツ
）
を
参
照
し
て
読
み
込
ま
せ
た
り
、
手
書
き
で
一
か
ら
筆
画
を
描
画
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
初
め
の
う
ち
は
使
用
に
少
々
戸
惑
う
だ
ろ
う
が
、
慣
れ
れ
ば

一
字
十
分
も
要
さ
ず
に
作
成
で
き
る（
む
し
ろ
、作
成
し
た
い
グ
リ
フ
が
他
の
ユ
ー

ザ
ー
に
よ
っ
て
既
に
作
成
済
み
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
に
時
間
を
要
す
る
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
大
量
のGlyphW

iki

デ
ー
タ
は
、
字
形
を
個
人

が
利
用
す
る
以
外
に
他
のW

eb

サ
ー
ビ
ス
へ
の
字
形
情
報
提
供
な
ど
で
も
利
用

さ
れ
て
い
る（
34
）。

例
え
ばU
nicode

で
は
、
各
字
形
情
報
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
の
字
形

情
報
源
リ
ン
ク
情
報
にGlyphW

iki

へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
て
利
用
者
の
便
宜
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
：
守
岡
知
彦
氏
の
作
成
・
運

営
す
る
漢
字
検
索
サ
ー
ビ
スCH

ISE 

ID
S FIN

D

（https://w
w
w
.chise.

org/ids-find

）
で
は
、U

nicode

収

録
字
に
つ
い
て
、
当
該
字
形
の
フ
ォ

ン
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
な
い

利
用
者
向
け
の
字
形
例
示
用
デ
ー
タ

と
し
てGlyphW

iki

デ
ー
タ
を
利
用

し
て
い
る
。
更
に
、
花
園
明
朝
フ
ォ

ン
ト
（http://fonts.jp/hanazono/

）

は
、GlyphW

iki

収
録
字
形
か
ら

U
nicode

収
録
文
字
を
集
録
し
、
フ
ォ

ン
ト
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
台
湾
の
陳
信
良
氏
が
作
成
・

運
営
す
る
漢
字
・
文
献
の
検
索
サ
ー

ビ
ス
「
引
得
市 index

（https://

w
w
w
.m
ebag.com

/index/

）」
で
は
、

GlyphW
iki

の
字
を
文
字
表
記
に
利

用
す
る
一
方
、
出
土
文
字
資
料
デ
ー

タ
の
検
索
に
際
し
、
自
ら
多
数
の
外

字
を
作
成
し
て
い
る
。
無
論
そ
れ
ら

のGlyphW
iki

で
作
成
さ
れ
た
（
隷

定
・
釈
字
後
の
）
出
土
文
字
資
料
外

字
は
、
他
の
ユ
ー
ザ
ー
に
も
公
開
・

引得市 index の『大漢和辞典』検索で「＠ （U+2688E）」を検索した結果と『大漢和辞典』の該当部分

kage-editor でグリフを編集している画面
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共
有
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
日
頃
か
ら
大
変
重
宝
し
て
い
る
。
更
に
、
引
得
市 

index
で
は
、
そ
れ
等
の
外
字
をU

nicode

の
外
字
領
域
に
独
自
基
準
で
配
置
し

た
外
字
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
て
い
る
（
出
土
文
字
資
料
外
字
な
ど
、
一
部
の
有
料

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
後
に
利
用
可
能
）。

ま
と
め

以
上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
し
た
内
容
を
基
礎
に
、
時
間
の
関
係
で
省
略
し
た

部
分
も
含
め
て
述
べ
て
き
た
。

二
〇
二
二
年
の
今
日
、U

nicode
の
登
場
と
数
度
の
拡
張
に
よ
っ
て
「
漢
字
不

足
」
問
題
は
大
分
解
消
さ
れ
た
。
し
か
し
出
土
文
字
資
料
は
、
現
在
で
は
使
用
さ

れ
な
い
語
（
死
語
）
や
字
体
で
描
画
さ
れ
て
い
る
関
係
上
、
そ
の
隷
定
・
字
釈
自

体
が
学
術
的
研
究
対
象
で
あ
り
、
そ
の
た
め
文
字
コ
ー
ド
で
表
現
・
対
応
し
き
れ

な
い
字
種
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
際
し
て
は
、
筆
者
も
含

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
さ
れ
て
き
た
（
山
田
崇
仁
（2018
））。

本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
で
はGlyphW

iki

を
利
用
し
て
外
字
を
作
字

し
、
そ
れ
を
共
有
す
る
の
が
よ
り
ベ
タ
ー
な
形
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

GlyphW
iki

の
各
グ
リ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
字
列
に
よ
っ
て
他
の
グ
リ
フ
と

区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
字
列
を
文
字
を
表
現
す
る
固
有
番
号
と
し
て
利
用
・

共
有
す
る
こ
と
で
、
画
像
や
フ
ォ
ン
ト
が
使
用
で
き
な
い
環
境
で
もU

nicode

未

収
録
字
の
共
有
が
一
応
可
能
で
あ
る
。一
定
の
前
処
理
は
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
が
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
や
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
分
析
へ
の
利
活
用
も
可
能
だ
ろ
う
。

古
文
字
を
扱
う
以
上
、
新
出
資
料
の
獲
得
や
新
た
な
隷
定
や
釈
字
に
よ
っ
て
新

し
い
字
体
が
生
ま
れ
続
け
る
の
は
宿
命
と
し
て
受
け
止
め
る
し
か
な
い
。
そ
れ
を

デ
ジ
タ
ル
な
形
で
扱
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な
形
が
よ
り
ベ
タ
ー
な
の
か
。
現
在
の

所
、GlyphW
iki

の
文
字
番
号
とSVG

・PN
G

画
像
で
処
理
す
る
の
が
比
較
的

ベ
タ
ー
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
新
た
な
解
決
方
法
が
提
供
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、SVG

やPN
G

形
式
の
画
像
は
あ
る
程
度
の
未
来
ま
で
使

わ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
し
、
文
字
で
代
替
表
記
で
き
る
形
式
を
別
途
用
意
し
て
お
く

こ
と
で
、
処
理
方
法
が
異
な
っ
て
も
コ
ン
バ
ー
ト
が
容
易
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

将
来
の
持
続
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
そ
れ
な
り
に
良
い
方
針
と
考
え
て
い

る
。注（1

）
甲
骨
文
字
の
中
に
、竹
簡
（
あ
る
い
は
木
簡
）
を
紐
で
束
ね
た
形
に
由
来
す
る
「
冊
」

字
が
既
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
殷
代
よ
り
簡
に
文
字
を
書
く
習
慣
が
存
在
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
考
古
学
的
発
掘
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
確
実
な
資
料
は
今
の
と

こ
ろ
存
在
し
な
い
。

（
2
）
無
論
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
文
字
が
ど
の
よ
う
な
発
想
で
描
画

さ
れ
た
か
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
字
源
を
考
え
る
上
で
も
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
昨
今
、

文
字
（
漢
字
）
の
字
源
を
解
説
す
る
書
籍
やW

eb

サ
イ
ト
が
複
数
存
在
す
る
が
、
そ

れ
ら
の
中
に
当
該
字
を
楷
書
体
の
字
体
の
各
部
品
に
分
け
、
各
部
品
を
日
本
語
（
の
中

で
与
え
ら
れ
た
）
の
意
味
を
組
み
合
わ
せ
て
（
或
い
は
恣
意
的
に
）
解
釈
す
る
場
合
が

ま
ま
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
漢
字
の
歴
史
を
全
く
踏
ま
え
て
い
な
い
行
為

で
あ
り
、
古
文
字
の
字
形
や
上
古
音
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
う
古
文
字
学
の
観
点
か
ら

は
全
く
賛
成
で
き
な
い
。
無
論
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
文
字
学
の
解
釈
に
お

い
て
、
形
・
音
・
意
味
の
い
ず
れ
に
せ
よ
ど
こ
か
で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
当
然
、
中
華
文
明
と
古
文
字
学
の
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
る
べ
き
作
業
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
無
視
し
た
も
の
に
は
学
問
的
な
価
値
は
全
く
存
在
し
な
い
も
同
然
で
あ
る
。

（
3
）「
上
古
音
」
は
、
後
漢
以
前
の
古
い
中
国
語
（
上
古
漢
語
）
の
音
韻
体
系
を
指
す
語
。

「
●
紐
▲
部
」
は
、
上
古
音
の
音
韻
を
表
現
す
る
定
型
句
で
、
声
母
（
頭
子
音
）
を
「
●

紐
（
母
）」、
韻
母
（
介
音
・
主
母
音
・
韻
尾
）
を
「
▲
部
」
と
呼
ぶ
（
●
・
▲
は
、
各

声
母
・
韻
母
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
字
で
表
現
さ
れ
る
）。
上
古
音
に
つ
い
て
の
解
説
は
、

漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
（2021

）
の
16
章
「
音
韻
を
調
べ
る
」（
野
原
将
揮
担
当
）・
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諸
問
題

四
四

村
上
幸
造
（2018

）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
4
）
例
え
ば
、
現
在
で
は
「
数
の
単
位
（
千
の
十
倍
）」
や
「
非
常
に
多
い
」
と
い
う
意

味
で
使
用
す
る
「
万
（
萬
）」
だ
が
、
元
々
は
サ
ソ
リ
を
上
か
ら
見
た
形
を
象
っ
た
象

形
字
で
あ
り
、
音
の
類
似
か
ら
上
記
の
語
を
意
味
す
る
表
現
と
し
て
借
り
て
使
用
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
サ
ソ
リ
そ
れ
自
体
を
表
現
す
る
字
と
し
て
「
蠍
」
が
別
途

創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
5
）
文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
は
、
深
沢
千
尋
（2011

）
を
参
照
。
ま
た
、

日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
文
字
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
少
し
古
い
内
容
だ
が
三
上
喜
貴

（2002

）
や
安
岡
孝
一
・
安
岡
素
子
（2006

）
が
有
用
。

（
6
）
ビ
ッ
ト
（bit

）
と
は
、
2
進
法
で
動
く
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
処
理
可
能
な
最

小
の
情
報
単
位（
2
択
）を
指
す（
2
進
数
の
1
桁
＝
0
と
1
の
二
種
類
を
処
理
可
能
）。

文
字
の
よ
う
に
種
類
の
多
い
情
報
量
を
処
理
す
る
た
め
に
、bit

を
複
数
の
桁
に
ま
と

め
て
1
単
位
と
し
（8bit

＝1octet, 1byte

）、
そ
の
中
の
延
べ
数
の
範
囲
（1octet

＝256bit, 2octet

＝65536bit

）
で
文
字
が
区
別
可
能
な
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
。

（
7
）
16
進
法
は
一
桁
を
0
〜
9
，
A
〜
F
の
合
計
16
種
類
の
文
字
で
表
記
す
る
方
法
。
2

進
法
と
の
換
算
が
10
進
法
に
比
べ
て
簡
単
で
あ
り
、
情
報
処
理
関
連
の
表
記
法
と
し
て

利
用
さ
れ
る
機
会
が
多
い
。

（
8
）
日
本
と
同
様
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
例
え
ば
中
華
人
民
共
和
国
で
はGB2313, 

GBK

、
台
湾
で
はBIG5, CN

S

、
大
韓
民
国
で
はK
S X 1001

な
ど
の
独
自
文
字
コ
ー

ド
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
補
助
漢
字
の
文
字
表
に
収
録
さ
れ
た
字
は
、
日
本
がU

nicode
に
収
録
を
申
請
し

て
可
決
さ
れ
た
結
果
、
現
在
で
はU

nicode

に
収
録
さ
れ
、
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

（
10
）
表
外
漢
字
字
体
表　

解
説
（
文
部
科
学
省
）
／2022

年
5
月
5
日
閲
覧
、以
下
同
じ
。

 
https://w

w
w
.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/sisaku/joho/joho/kijun/sanko/

hyogai/index.htm
l

（
11
）
中
国
学
の
場
合
で
も
、
漢
文
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が1980

年
代
か
ら
存
在
し
た
が
、

繁
体
字
中
国
語
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、
繁
体
字
中
国
語
で
動
作
す
る

PC

・OS

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。Yam

ada Takahito

（2022

）
参
照
。

（
12
）UCS

は
日
本
で
もJIS X 0221

と
し
て
規
格
化
さ
れ
て
い
る
が
、
実
装
上Unicode

を
使
用
し
たOS

や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
ま
た
上
述
の
よ

う
に
、
現
在
で
は
双
方
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
改
正
を
行
っ
て
い
る
関
係
上
、
ほ
ぼ
同
一

視
し
て
よ
い
。

（
13
）ISO/IEC JTC1/SC2/W

G2/IRG
 
Ideographic Research Group

（https://appsrv.cse.cuhk.edu.hk/~
irg/

）

（
14
）
日
本
の
変
体
仮
名
がU

nicode

に
登
録
さ
れ
た
経
緯
の
よ
う
に
、
日
本
以
外
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ボ
デ
ィ
を
通
じ
た
提
案
も
珍
し
く
な
い
。
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
象
形
文
字
・
く

さ
び
形
文
字
・
突
厥
文
字
の
よ
う
に
、
現
在
既
に
一
般
的
な
使
用
者
が
お
ら
ず
、
専
門

家
の
み
し
か
使
用
し
な
い
文
字
で
あ
っ
て
も
収
録
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

（
15
）https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/

（
16
）
楷
書
体
で
は
な
く
、古
文
字
デ
ザ
イ
ン
そ
の
ま
ま
に
デ
ジ
タ
ル
化
（
文
字
コ
ー
ド
化
）

を
し
た
い
需
要
も
あ
り
、U

CS

で
も
第
3
面
に
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
中
国
古
文
字

の
文
字
コ
ー
ド
化
を
試
み
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
作
業
は
進
ん
で
い
な
い
。
最
初
に

試
み
ら
れ
た
甲
骨
文
字
の
場
合
、
基
準
と
な
る
字
体
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
が
同
時
代
資

料
と
し
て
確
認
で
き
な
い
と
い
う
資
料
上
の
制
約
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
て
作
業
が
難
航

し
、
二
〇
一
二
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
解
散
し
て
い
る
。
鈴
木
敦
（2014

）
参

照
。
個
人
の
責
任
で
正
書
法
を
定
義
で
き
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
落
合
淳
思
（2006

）
の

よ
う
な
試
み
も
あ
る
。

（
17
）
学
界
で
は
、
古
文
字
や
そ
れ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
資
料
を
提
示
す
る
場
合
、「
隷
定

字
（
字
釈
）」
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
元
の
字
体
を
尊
重
し
つ
つ
、
引
用
者
が
ど
の
よ

う
に
解
釈
し
た
か
を
分
か
り
や
す
く
明
示
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
（
上
述
の
「

」
な

ら
ば
「

（
唐
）」
と
表
記
す
る
）。

（
18
）
甲
骨
文
字
の
場
合
は
、『
甲
骨
文
合
集
』（1983

年
／
全
13
冊
）
が
標
準
的
大
規
模

著
録
書
で
あ
り
、
整
理
番
号
が
学
界
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
合
集
』

の
釈
文
に
つ
い
て
は
『
甲
骨
文
合
集
釈
文
』（1999

年
、全
4
冊
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

更
に
『
甲
骨
文
合
集
補
編
』（1999

年
／
全
7
冊
）
な
ど
、
そ
れ
以
外
の
大
規
模
著
録

書
に
収
録
さ
れ
た
甲
骨
文
の
拓
本
・
釈
文
を
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
て
収
録
し
た
『
甲

骨
文
校
釈
総
集
』（2006

年
、
全
20
冊
）
な
ど
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
が
作
成
・
公
開
す
る
「
先
秦
甲
骨
金
文
簡

牘
詞
彙
資
料
庫
」（https://inscription.asdc.sinica.edu.tw

/c_index.php

）
で
は
、

金
文
の
典
拠
と
し
て
『
集
成
』
と
『
新
收
殷
周
青
銅
器
銘
文
暨
器
影
彙
編
』（2006

年
、

全
3
冊
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
可
能
な
釈
文

の
中
に
は
、
最
新
の
知
見
に
よ
っ
て
底
本
と
異
な
る
字
釈
に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。

（
20
）
例
え
ば
、『
集
成
』1742

の
釈
文
「
亞
幸
獶
」
に
つ
い
て
、『
銘
図
』
で
は
「
亞
㚔
（
幸
）

憂
」
と
釈
文
を
改
め
て
い
る
（『
銘
図
』
で
は
惑
説
と
し
て
「
獶
」
も
挙
げ
る
）。

（
21
）
こ
の
問
題
は
、
文
献
を
扱
う
中
国
学
諸
分
野
で
も
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
分
野
で
は
、

文
献
を
地
上
で
書
き
継
ぎ
（
ま
た
は
印
刷
し
て
）
現
在
に
伝
わ
っ
た
も
の
を
主
な
研
究

材
料
と
す
る
が
、
文
献
は
長
年
の
複
写
作
業
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
ず
異
同
が
存
在
す
る

た
め
、
そ
れ
を
校
訂
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
。
最
終
的
に
、
研
究
者
個
人
の
責
任
に

お
い
て
「
理
想
の
本
文
」
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
22
）
こ
れ
は
、
伝
世
文
献
の
表
記
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
最
終
的
な

掲
載
媒
体
（
学
術
雑
誌
な
ど
の
専
門
誌
／
書
・
一
般
誌
／
書
）
の
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で



四
五

漢
字
學
硏
究　

第
一
〇
號
別
冊

表
記
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
。

（
23
）JIS X 0221

：2014

（ISO/IEC 10646

：2012

）
34
頁
参
照
（http://kikakurui.

com
/x0/X0221-2014-01.htm

l

）。

（
24
）
未
収
録
の
理
由
は
、
そ
も
そ
もU

CS

に
未
申
請
で
あ
る
、
あ
る
い
は
申
請
済
み
で

あ
っ
た
と
し
て
もU

CS

で
の
審
査
に
時
間
を
要
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
も
そ

も
申
請
に
際
し
て
は
、
典
拠
と
な
る
資
料
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
古
文
字
の
分
野

で
は
、
研
究
者
間
で
見
解
が
異
な
る
隷
定
・
釈
字
も
あ
る
た
め
、
隷
定
・
字
釈
が
常
に

定
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
文
字
コ
ー
ド
の
よ
う
な
共
有
可
能
な
文
字
集
合
と
相
性
が

悪
い
（
研
究
者
個
々
で
文
字
集
合
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
）。

（
25
）
か
つ
て
エ
ー
ア
イ
ネ
ッ
ト
が
開
発
・
販
売
し
て
い
た
今
昔
文
字
鏡
は
、JIS

漢
字
コ
ー

ド
の
文
字
表
に
独
自
に
『
大
漢
和
辞
典
』
番
号
順
＋
独
自
文
字
集
合
を
配
置
し
た
特
殊

な
文
字
集
合
を
作
成
・
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
白
川
靜
『
金
文
通
釈
』
由
来

のJIS

漢
字
コ
ー
ド
未
収
録
字
が
収
録
さ
れ
て
い
た
（
そ
の
他
の
文
字
も
含
め
て
、
い

く
つ
か
の
文
字
に
つ
い
てU

CS

拡
張
漢
字
の
典
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
）。
現
在
で

も
古
文
字
の
楷
書
体
字
形
を
印
刷
媒
体
な
ど
で
利
用
す
る
際
、
採
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。

（
26
）
こ
の
辺
り
は
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
『
電
脳
中
国
学
』（
好
文
出
版
、1999

年
）

を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
27
）https://glyphw

iki.org/w
iki/GlyphW

iki:

メ
イ
ン
ペ
ー
ジ

（
28
）「GlyphW

iki:

グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
に
つ
い
て（https://glyphwiki.org/wiki/GlyphW

iki: 

グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
に
つ
い
て
）」
に
よ
れ
ば
、
上
地
氏
の
研
究
の
一
環
と
し
て
運
用
し
て

い
る
が
、
で
き
る
だ
け
長
く
運
営
可
能
な
こ
と
を
希
望
し
、
多
く
の
外
字
情
報
を
集
約

可
能
な
手
段
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
29
）https://glyphw

iki.org/w
iki/GlyphW

iki:

デ
ー
タ
・
記
事
の
ラ
イ
セ
ン
ス

（
30
）「GlyphW

iki:

デ
ー
タ
・
記
事
の
ラ
イ
セ
ン
ス
」
に
よ
れ
ば
、「
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
に

投
稿
し
た
記
事
は
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
（
運
用
者
で
あ
る
利
用
者:kam

ichi

）
に
対
し
て
著

作
権
の
譲
渡
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
記
事
が
い
か
な
る
形
態
で
改
変
・
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
投
稿
者
は
許
諾
し
、
以
後
著
作
者
人
格
権
を
主
張
・
行
使
し
な
い
こ
と
を

了
承
す
る
も
の
と
み
な
し
ま
す
」
と
い
う
文
の
下
に
、
自
由
な
利
用
が
保
証
さ
れ
る
と

す
る
。

（
31
）
グ
リ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
〓
（U

+
3013

）
に
割
り
付
け
た
1
文
字
で
構
成
さ
れ
た
フ
ォ

ン
ト
を
作
成
す
る
機
能
。
当
該
部
分
を
Ｍ
Ｓ
明
朝
・
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
な
ど
の
他
フ
ォ
ン

ト
に
変
更
す
れ
ば
〓
で
表
示
さ
れ
る
。
仕
組
み
と
し
て
は
、
今
昔
文
字
鏡
がShit_JIS

上
の
第
一
・
第
二
水
準
部
分
で
採
用
し
た
も
の
を
、
〓
一
文
字
に
特
化
し
て
い
る
形
に

近
い
。「
1
文
字
フ
ォ
ン
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
てM

icrosoft W
ord

で
異
体
字
の【
西
】

を
表
示
さ
せ
る
際
の
手
順
」（https://note100yen.com

/en-131008.htm
l

）
も
併

せ
て
参
照
さ
れ
た
し
。

（
32
）
そ
れ
故
に
、
シ
ス
テ
ム
的
に
ペ
ー
ジ
の
名
称
に
複
数
ル
ー
ル
が
混
在
す
る
弊
害
も

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、GlyphW

iki

で
提
供
さ
れ
る
「
エ
イ
リ
ア
ス
」
と
呼
ば
れ

る
仕
組
み
を
利
用
し
て
、
複
数
利
用
者
の
グ
リ
フ
デ
ー
タ
を
借
り
て
別
の
統
一
さ
れ
た

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
グ
リ
フ
ペ
ー
ジ
群
（
文
字
表
）
を
作
成
可
能
。

（
33
）
論
文
で
は
、
複
数
の
研
究
者
の
隷
定
・
字
釈
を
引
用
し
つ
つ
自
ら
の
そ
れ
を
提
示

す
る
よ
う
な
場
合
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
字
は
大
抵
一
度
し
か
使
用
さ
れ
な
い
場
合
も
珍

し
く
な
い
。
そ
の
た
め
嘗
て
の
活
字
・
写
植
印
刷
の
時
代
で
は
、
外
字
の
作
成
コ
ス
ト

（
外
字
を
特
別
に
鋳
造
・
作
字
す
る
）
も
鑑
み
て
、
気
軽
に
使
用
し
が
た
い
状
況
に
あ
っ

た
。

（
34
）
こ
の
よ
う
に
非
常
に
便
利
なGlyphW

iki

だ
が
、
問
題
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
上
地

宏
一
氏
と
い
う
個
人
の
物
的
・
人
的
貢
献
に
よ
っ
て
根
幹
が
維
持
さ
れ
て
い
るW

eb

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
文
で
後
述
し
たCH

ISE ID
S FIN

D

・U
nicode

・

花
園
明
朝
・
引
得
市 index

で
のGlyphW

iki

由
来
の
デ
ー
タ
利
用
な
ど
、
既
に
文
字

コ
ー
ド
界
隈
に
お
い
てGlyphW

iki

は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
こ
れ
ら
二
次
利
用
のCH

ISE ID
S FIN

D

や
引
得
市 index

も
、
文
字
を
扱
う
上
で

重
要
な
存
在
だ
が
、
こ
ち
ら
も
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
デ
ジ
タ
ル
人
文

学
を
支
え
る
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
個
人
の
運
営
で
あ
る
こ
と
は
何
れ
大
き
な
問
題

と
な
る
。
長
期
持
続
的
な
利
用
を
担
保
す
る
た
め
に
、
な
ん
ら
か
の
公
有
の
維
持
管
理

の
仕
組
み
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
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